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QRコード
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ぜひ友だち登録をお願いします。

掛川市公式LINEで、手軽に情報をキャッチ！



古
く
か
ら
国
内
の
海
岸
は
、
漁
業
な
ど
の
生
き
る
糧

と
し
て
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
人
・
物
・
文
化
の
交
流
、

交
易
の
発
着
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。近

年
は
、
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、
精
神
的
な

ゆ
と
り
や
自
由
時
間
の
過
ご
し
方
に
関
心
が
高
ま
り
、

海
岸
の
利
用
も
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
、
健
康

増
進
や
憩
い
の
場
と
し
て
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
岸
線
に
生
息
す
る
動
植
物
や
自
然
環
境
と
ふ
れ

あ
う
環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
利
用
も
見
ら
れ
ま
す
。

掛
川
市
の
海
岸
線
地
域
は
、
遠
州
灘
や
南
遠
大
砂
丘

の
大
自
然
、
多
く
の
事
業
所
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、

特
徴
的
な
砂
地
農
業
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や

大
東
温
泉
な
ど
が
立
地
し
、
総
合
的
に
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
に
よ
り
、
海

岸
線
地
域
は
全
国
的
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
が
、
掛
川
市
を
含
め
て
、
多
く
の
自
治
体
で
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
が
進
ん
で
い
ま
す
。

掛
川
市
で
は
、
市
民
や
企
業
、
行
政
な
ど
が
海
岸
線

地
域
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
認
識
し
、
将
来
像
や
取

り
組
み
方
針
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
持
続

的
な
発
展
を
目
指
す
た
め
、
海
岸
線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
地
域
が
再
び
注

目
さ
れ
、
人
や
投
資
を
呼
び
込
む
エ
リ
ア
と
な
り
、

も
っ
て
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
約
20
年
後
を
見
据
え
て
策
定
し
て
お

り
、
対
象
範
囲
は
、
お
お
む
ね
国
道
1
5
0
号
線
よ
り

南
側
の
東
西
約
10
㌔
と
し
て
い
ま
す
。

海
岸
線
エ
リ
ア
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す

海
岸
線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

問
市
長
政
策
室（
☎
21-

1
2
2
4
）

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

次
の
将
来
像
と
３
つ
の
柱
を
定
め
て
、
柱
ご
と
に
具

体
的
な
取
り
組
み
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

将
来
像

広
大
な
海
浜
と
潮
騒
の
杜
に
抱
か
れ
た

「
希
望
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
新
産
業
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
エ
リ
ア
」

　〜
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
展
開
〜

３
つ
の
柱

1
　海
岸
線
を
活
か
し
、
魅
了
す
る

《
人
を
魅
了
す
る
雄
大
な
海
浜
と
潮
騒
の
杜
の
グ

　リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
活
用
》

2
　海
岸
線
で
楽
し
む

《
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ッ
カ
と

　し
て
の
拠
点
づ
く
り
》

3
　海
岸
線
で
働
き
、
生
み
出
す

《
地
域
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
・

　農
業
の
振
興
》

３
つ
の
柱
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
次
の
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 も

り

い

ビ
ジ
ョ
ン
の
全
体
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
産
業
界
、
民
間
団
体
、

研
究
機
関
な
ど
多
く
の
方
が
、
海
岸
線
地
域
に
関
心
を

持
ち
、
議
論
や
連
携
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

3 2KOHO  KAKEGAWA  2021.5

海岸線地域ビジョン



古
く
か
ら
国
内
の
海
岸
は
、
漁
業
な
ど
の
生
き
る
糧

と
し
て
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
人
・
物
・
文
化
の
交
流
、

交
易
の
発
着
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。近

年
は
、
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、
精
神
的
な

ゆ
と
り
や
自
由
時
間
の
過
ご
し
方
に
関
心
が
高
ま
り
、

海
岸
の
利
用
も
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
、
健
康

増
進
や
憩
い
の
場
と
し
て
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
岸
線
に
生
息
す
る
動
植
物
や
自
然
環
境
と
ふ
れ

あ
う
環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
利
用
も
見
ら
れ
ま
す
。

掛
川
市
の
海
岸
線
地
域
は
、
遠
州
灘
や
南
遠
大
砂
丘

の
大
自
然
、
多
く
の
事
業
所
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、

特
徴
的
な
砂
地
農
業
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や

大
東
温
泉
な
ど
が
立
地
し
、
総
合
的
に
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
に
よ
り
、
海

岸
線
地
域
は
全
国
的
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
が
、
掛
川
市
を
含
め
て
、
多
く
の
自
治
体
で
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
が
進
ん
で
い
ま
す
。

掛
川
市
で
は
、
市
民
や
企
業
、
行
政
な
ど
が
海
岸
線

地
域
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
認
識
し
、
将
来
像
や
取

り
組
み
方
針
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
持
続

的
な
発
展
を
目
指
す
た
め
、
海
岸
線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
地
域
が
再
び
注

目
さ
れ
、
人
や
投
資
を
呼
び
込
む
エ
リ
ア
と
な
り
、

も
っ
て
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
約
20
年
後
を
見
据
え
て
策
定
し
て
お

り
、
対
象
範
囲
は
、
お
お
む
ね
国
道
1
5
0
号
線
よ
り

南
側
の
東
西
約
10
㌔
と
し
て
い
ま
す
。

海
岸
線
エ
リ
ア
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す

海
岸
線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

問
市
長
政
策
室（
☎
21-

1
2
2
4
）

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

次
の
将
来
像
と
３
つ
の
柱
を
定
め
て
、
柱
ご
と
に
具

体
的
な
取
り
組
み
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

将
来
像

広
大
な
海
浜
と
潮
騒
の
杜
に
抱
か
れ
た

「
希
望
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
新
産
業
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
エ
リ
ア
」

　〜
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
展
開
〜

３
つ
の
柱

1
　海
岸
線
を
活
か
し
、
魅
了
す
る

《
人
を
魅
了
す
る
雄
大
な
海
浜
と
潮
騒
の
杜
の
グ

　リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
活
用
》

2
　海
岸
線
で
楽
し
む

《
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ッ
カ
と

　し
て
の
拠
点
づ
く
り
》

3
　海
岸
線
で
働
き
、
生
み
出
す

《
地
域
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
・

　農
業
の
振
興
》

３
つ
の
柱
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
次
の
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 も

り

い

ビ
ジ
ョ
ン
の
全
体
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
産
業
界
、
民
間
団
体
、

研
究
機
関
な
ど
多
く
の
方
が
、
海
岸
線
地
域
に
関
心
を

持
ち
、
議
論
や
連
携
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

3 2KOHO  KAKEGAWA  2021.5

海岸線地域ビジョン



1
海
岸
線
を
活
か
し
、

魅
了
す
る

3
海
岸
線
で
働
き
、

生
み
出
す

2
海
岸
線
で
楽
し
む

大東温泉が
リニューアル
オープン！

問 企画政策課（☎21-1127）

◆
遠
州
灘
と
南
遠
大
砂
丘
の
自
然
の
魅
力 

発
信
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
遠
州
灘
と
南
遠
大
砂
丘
の
雄
大
な
自
然 

の
魅
力
を
、
地
域
資
源
、
観
光
資
源
と

し
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
自
然
保
護
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
ア
カ 

ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
貴
重
な
動
植
物
の
保
護 

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進 

な
ど
に
よ
り
、
海
岸
線
の
認
知
度
と
魅

力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
豊
か
な
海
の
幸
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い 

の
創
出

・
遠
州
灘
な
ら
で
は
の
豊
か
な
海
の
幸
の 

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
掛
川
の
海
は
絶
好
の
漁
場
、
釣
り
場
で 

あ
り
、
そ
の
恵
み
を
享
受
す
る
地
引
き 

網
な
ど
の
食
・
体
験
・
交
流
の
場
を
創 

出
し
て
い
き
ま
す
。

・
近
隣
施
設
と
の
相
乗
効
果
で
、
大
東
マ 

リ
ー
ナ
の
さ
ら
な
る
利
活
用
を
促
進
し 

て
い
き
ま
す
。

◆
美
し
い
海
岸
と
潮
騒
の
杜
の
グ
リ
ー
ン 

ベ
ル
ト
を
守
り
・
育
む

・
有
事
の
際
に
は
防
災
林
と
な
り
、
平
時 

は
、
市
民
・
企
業
・
行
政
の
協
働
で
杜

を
育
て
、
多
く
の
方
が
集
い
、
楽
し
む

◆
太
陽
光
・
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ 

ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
促
進

・
海
岸
線
地
域
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
つ 

つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
観
点
か 

ら
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
進
め
て
い
き 

ま
す
。

・
2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
構
築
を
見
据 

え
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
水
素
に
注
目 

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し 

た
水
素
製
造
を
、
技
術
を
有
す
る
民
間 

企
業
と
連
携
し
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

◆
海
岸
エ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
大
東
温
泉
の

民
間
活
力
に
よ
る
再
生

・
民
間
の
力
を
最
大
限
活
用
し
、
海
岸
エ 

リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
大
東
温
泉
の
再
生
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
「
温
泉
が
出
る
」
利
点
、
さ
ら
に
は
、 

海
岸
や
運
動
公
園
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
自
転
車
道

な
ど
の
地
域
資
源
と
の
相
乗
効
果
で
売

り
出
し
て
い
き
ま
す
。

・
海
岸
線
地
域
に
少
な
い
宿
泊
施
設
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
充
実
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

◆
日
本
を
代
表
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー 

ド
の
整
備
・
活
用

・
潮
騒
の
杜
の
整
備
に
合
わ
せ
て
自
転
車 

道
を
再
整
備
し
、
日
本
を
代
表
す
る
サ 

イ
ク
リ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
に
し
て
い
き
ま 

す
。

・
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
集
え
る
よ
う
「
バ
イ 

ク
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
設
置
拡
大
や
民
間
施
設
と
連
携

し
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡

充
を
目
指
し
ま
す
。

◆
潮
騒
の
杜
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
化

・
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
公
園
と
な
る 

よ
う
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
な
ど
の
整 

杜
に
し
て
い
き
ま
す
。

・
市
民
や
企
業
と
協
働
し
、
海
岸
の
ご
み

を
拾
う
な
ど
、
美
し
い
海
岸
を
守
っ
て

い
き
ま
す
。

◆
正
確
な
情
報
と
森
の
防
潮
堤
「
潮
騒
の 

杜
」
で
不
安
を
払
拭

・
静
岡
県
津
波
浸
水
想
定
な
ど
の
正
確
な 

情
報
や
、
潮
騒
の
杜
の
整
備
効
果
を
周 

知
し
、
南
部
地
域
全
体
に
お
よ
ぶ
不
安

を
取
り
除
き
ま
す
。

備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
管
理
道
を
自
転
車
道
と
し
て
活
用
す
る

ほ
か
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

・
防
潮
堤
の
壁
面
を
ア
ー
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◆
日
本
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
へ

・
日
本
S
U
P
協
会
、
市
体
育
協
会
、

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
と
連
携

し
て
、
遠
州
灘
全
体
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
売
り
出
し
て
い
き

ま
す
。

・
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
マ
リ
ン
ス
ポ
ー 

ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
魅
力
的
な
プ
ロ
グ 

ラ
ム
の
充
実
と
環
境
整
備
に
取
り
組
ん 

で
い
き
ま
す
。

◆
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア 

ル
と
有
効
活
用

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ 

や
地
域
振
興
、
健
康
増
進
な
ど
の
総
合 

的
な
観
点
か
ら
、
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
施 

設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
ま
す
。

・
民
間
活
力
の
導
入
も
検
討
し
な
が
ら
一 

体
的
な
整
備
や
活
用
を
検
討
し
て
い
き 

ま
す
。

◆
地
域
循
環
共
生
圏
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル 

ギ
ー
の
供
給
拠
点
化

・
地
域
新
電
力
事
業
の
取
り
組
み
を
推
進 

す
る
中
で
、
海
岸
線
地
域
の
風
力
や
太 

陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施 

設
を
重
要
な
供
給
拠
点
と
し
て
活
用
し 

て
い
き
ま
す
。

◆
将
来
を
担
う
産
業
集
積
エ
リ
ア
の
継
続 

と
発
展

・
立
地
す
る
企
業
の
操
業
環
境
や
雇
用
確

保
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
将
来
を

担
う
多
種
多
様
な
企
業
の
誘
致
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

・
陸
上
養
殖
、
水
素
関
連
な
ど
注
目
さ
れ 

る
新
た
な
産
業
の
立
地
を
促
進
し
て
い 

き
ま
す
。

◆
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
振
興

・
農
業
の
６
次
産
業
化
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
、
コ
ト
消
費
の
選
択
肢
を

提
供
し
、
海
岸
線
に
立
地
す
る
多
様
な

施
設
と
連
携
す
る
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
、
I
o
T
な
ど
先
端 

技
術
を
活
用
す
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」 

を
推
進
し
、
収
益
性
を
高
め
、
農
業
の

魅
力
化
も
進
め
ま
す
。

◆
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に
貢 

献
す
る
海
岸
線
地
域

・
二
地
域
居
住
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど 

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
、 

海
岸
線
地
域
が
そ
の
拠
点
と
な
る
こ
と 

を
目
指
し
ま
す
。

・
海
岸
線
地
域
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
発
信

し
、
移
住
・
定
住
を
推
進
し
ま
す
。

・
魅
力
あ
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
交
流
人 

口
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま

す
。

も
り

い

ふ
っ
し
ょ
く

民間事業者の創意工夫を最大限活かし
た再建を図るため、民間譲渡を進めてい
た大東温泉の譲渡先事業者が株式会社リ
バティーに決定し、4月1日（木）に引き
渡しを行いました。
4月10日（土）に開催されたオープン
プレイベント「大東温泉フェスティバ
ル」では、地元飲食店のキッチンカーな
ども参加。3,000人が来場し、バンド演
奏や地元の子どもたちによるダンスなど
を楽しみました。
新しい大東温泉は、4月24日（土）に
リニューアルオープン。今後も、ビーチ
を使ったさまざまなお楽しみイベント
や、キッチンカーの出店が予定されてい
ます。
地域に根差した南部地域振興の拠点と
してさらに発展していくことを期待して
います。
大東温泉の情報は、右の
二次元コードからご覧くだ
さい。

カフェテリアイメージ

エントランスイメージ

市ホームページ
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1
海
岸
線
を
活
か
し
、

魅
了
す
る

3
海
岸
線
で
働
き
、

生
み
出
す

2
海
岸
線
で
楽
し
む

大東温泉が
リニューアル
オープン！

問 企画政策課（☎21-1127）

◆
遠
州
灘
と
南
遠
大
砂
丘
の
自
然
の
魅
力 

発
信
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
遠
州
灘
と
南
遠
大
砂
丘
の
雄
大
な
自
然 

の
魅
力
を
、
地
域
資
源
、
観
光
資
源
と

し
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
自
然
保
護
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
ア
カ 

ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
貴
重
な
動
植
物
の
保
護 

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進 

な
ど
に
よ
り
、
海
岸
線
の
認
知
度
と
魅

力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
豊
か
な
海
の
幸
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い 

の
創
出

・
遠
州
灘
な
ら
で
は
の
豊
か
な
海
の
幸
の 

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
掛
川
の
海
は
絶
好
の
漁
場
、
釣
り
場
で 

あ
り
、
そ
の
恵
み
を
享
受
す
る
地
引
き 

網
な
ど
の
食
・
体
験
・
交
流
の
場
を
創 

出
し
て
い
き
ま
す
。

・
近
隣
施
設
と
の
相
乗
効
果
で
、
大
東
マ 

リ
ー
ナ
の
さ
ら
な
る
利
活
用
を
促
進
し 

て
い
き
ま
す
。

◆
美
し
い
海
岸
と
潮
騒
の
杜
の
グ
リ
ー
ン 

ベ
ル
ト
を
守
り
・
育
む

・
有
事
の
際
に
は
防
災
林
と
な
り
、
平
時 

は
、
市
民
・
企
業
・
行
政
の
協
働
で
杜

を
育
て
、
多
く
の
方
が
集
い
、
楽
し
む

◆
太
陽
光
・
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ 

ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
促
進

・
海
岸
線
地
域
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
つ 

つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
観
点
か 

ら
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
進
め
て
い
き 

ま
す
。

・
2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
構
築
を
見
据 

え
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
水
素
に
注
目 

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し 

た
水
素
製
造
を
、
技
術
を
有
す
る
民
間 

企
業
と
連
携
し
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

◆
海
岸
エ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
大
東
温
泉
の

民
間
活
力
に
よ
る
再
生

・
民
間
の
力
を
最
大
限
活
用
し
、
海
岸
エ 

リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
大
東
温
泉
の
再
生
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
「
温
泉
が
出
る
」
利
点
、
さ
ら
に
は
、 

海
岸
や
運
動
公
園
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
自
転
車
道

な
ど
の
地
域
資
源
と
の
相
乗
効
果
で
売

り
出
し
て
い
き
ま
す
。

・
海
岸
線
地
域
に
少
な
い
宿
泊
施
設
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
充
実
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

◆
日
本
を
代
表
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー 

ド
の
整
備
・
活
用

・
潮
騒
の
杜
の
整
備
に
合
わ
せ
て
自
転
車 

道
を
再
整
備
し
、
日
本
を
代
表
す
る
サ 

イ
ク
リ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
に
し
て
い
き
ま 

す
。

・
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
集
え
る
よ
う
「
バ
イ 

ク
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
設
置
拡
大
や
民
間
施
設
と
連
携

し
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡

充
を
目
指
し
ま
す
。

◆
潮
騒
の
杜
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
化

・
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
公
園
と
な
る 

よ
う
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
な
ど
の
整 

杜
に
し
て
い
き
ま
す
。

・
市
民
や
企
業
と
協
働
し
、
海
岸
の
ご
み

を
拾
う
な
ど
、
美
し
い
海
岸
を
守
っ
て

い
き
ま
す
。

◆
正
確
な
情
報
と
森
の
防
潮
堤
「
潮
騒
の 

杜
」
で
不
安
を
払
拭

・
静
岡
県
津
波
浸
水
想
定
な
ど
の
正
確
な 

情
報
や
、
潮
騒
の
杜
の
整
備
効
果
を
周 

知
し
、
南
部
地
域
全
体
に
お
よ
ぶ
不
安

を
取
り
除
き
ま
す
。

備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
管
理
道
を
自
転
車
道
と
し
て
活
用
す
る

ほ
か
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

・
防
潮
堤
の
壁
面
を
ア
ー
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◆
日
本
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
へ

・
日
本
S
U
P
協
会
、
市
体
育
協
会
、

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
と
連
携

し
て
、
遠
州
灘
全
体
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
売
り
出
し
て
い
き

ま
す
。

・
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
マ
リ
ン
ス
ポ
ー 

ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
魅
力
的
な
プ
ロ
グ 

ラ
ム
の
充
実
と
環
境
整
備
に
取
り
組
ん 

で
い
き
ま
す
。

◆
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア 

ル
と
有
効
活
用

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ 

や
地
域
振
興
、
健
康
増
進
な
ど
の
総
合 

的
な
観
点
か
ら
、
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
施 

設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
ま
す
。

・
民
間
活
力
の
導
入
も
検
討
し
な
が
ら
一 

体
的
な
整
備
や
活
用
を
検
討
し
て
い
き 

ま
す
。

◆
地
域
循
環
共
生
圏
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル 

ギ
ー
の
供
給
拠
点
化

・
地
域
新
電
力
事
業
の
取
り
組
み
を
推
進 

す
る
中
で
、
海
岸
線
地
域
の
風
力
や
太 

陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施 

設
を
重
要
な
供
給
拠
点
と
し
て
活
用
し 

て
い
き
ま
す
。

◆
将
来
を
担
う
産
業
集
積
エ
リ
ア
の
継
続 

と
発
展

・
立
地
す
る
企
業
の
操
業
環
境
や
雇
用
確

保
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
将
来
を

担
う
多
種
多
様
な
企
業
の
誘
致
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

・
陸
上
養
殖
、
水
素
関
連
な
ど
注
目
さ
れ 

る
新
た
な
産
業
の
立
地
を
促
進
し
て
い 

き
ま
す
。

◆
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
振
興

・
農
業
の
６
次
産
業
化
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
、
コ
ト
消
費
の
選
択
肢
を

提
供
し
、
海
岸
線
に
立
地
す
る
多
様
な

施
設
と
連
携
す
る
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
、
I
o
T
な
ど
先
端 

技
術
を
活
用
す
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」 

を
推
進
し
、
収
益
性
を
高
め
、
農
業
の

魅
力
化
も
進
め
ま
す
。

◆
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に
貢 

献
す
る
海
岸
線
地
域

・
二
地
域
居
住
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど 

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
、 

海
岸
線
地
域
が
そ
の
拠
点
と
な
る
こ
と 

を
目
指
し
ま
す
。

・
海
岸
線
地
域
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
発
信

し
、
移
住
・
定
住
を
推
進
し
ま
す
。

・
魅
力
あ
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
交
流
人 

口
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま

す
。

も
り

い

ふ
っ
し
ょ
く

民間事業者の創意工夫を最大限活かし
た再建を図るため、民間譲渡を進めてい
た大東温泉の譲渡先事業者が株式会社リ
バティーに決定し、4月1日（木）に引き
渡しを行いました。
4月10日（土）に開催されたオープン
プレイベント「大東温泉フェスティバ
ル」では、地元飲食店のキッチンカーな
ども参加。3,000人が来場し、バンド演
奏や地元の子どもたちによるダンスなど
を楽しみました。
新しい大東温泉は、4月24日（土）に
リニューアルオープン。今後も、ビーチ
を使ったさまざまなお楽しみイベント
や、キッチンカーの出店が予定されてい
ます。
地域に根差した南部地域振興の拠点と
してさらに発展していくことを期待して
います。
大東温泉の情報は、右の
二次元コードからご覧くだ
さい。
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1-1 つながる・受け止める相談支援

1-2 住民参加型多職種多機関の連携体制

1-3 災害への備え

2-1 多様な地域住民が気にかけ合うまちづくり

2-2 それぞれのニーズに応じた多様な居場所

2-3 全ての人が支え合い活かし合うまちづくり

3-1 誰もが住み慣れた地域ですこやかに暮らすまちづくり

3-2 いきいきとした活動の場づくり

4-1 福祉の土壌を育む学びの場づくり

柱1. 誰もが安心して暮らせるまちづくり

柱2. ともに支え役立ち合うまちづくり

柱3. 人生100年時代のすこやかな暮らしづくり

柱4. ともにつくる持続可能なまちづくり

4-2 福祉を担う人材の育成

4-3 協働によるまちづくりとともに進める地域福祉

1-4 誰もが差別されず意思決定の権利を守る支援

施策の大綱　推進施策
掛川市の地域福祉の推進体制

誰もがすこやかに、安心で幸せな暮らしをともにつくるまち

地域福祉課題を
発見・検討・対応

住民の
参画

専門職
連携

地域連携 機関連携

住民・専門職・企業・市民団体・関係機関

行政・社会福祉協議会

地域福祉計画・地域福祉活動計画を改定

スマイルプランかけがわ21
　「地域に住む全ての人が多様な生き方・暮らし方を認め合い、地域でともに支えあうまち」を目指
して、みなさんと一緒に取り組みたいことを計画にしました。

問 福祉課（☎21-1215）

　
今
年
３
月
、
福
祉
の
各
分
野
の
上
位

計
画
「
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
か
け
が
わ

21
」
を
改
定
し
ま
し
た
。
こ
の
第
四
次

計
画
の
期
間
は
令
和
７
年
度
ま
で
。
地

域
、
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
３
者

が
連
携
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

「
こ
う
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
計
画
に

　
み
な
さ
ん
の
地
域
に
は
「
高
齢
者
だ

け
で
暮
ら
し
て
い
て
心
配
」
「
子
ど
も

が
少
な
く
な
っ
た
」
「
買
い
物
や
通
院

の
移
動
手
段
が
な
い
」
「
相
談
す
る
人

が
い
な
く
て
不
安
」
と
い
っ
た
困
り
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
計
画
は
、

住
民
意
識
調
査
や
地
区
福
祉
懇
談
会
で

集
め
た
地
域
の
課
題
や
「
こ
う
あ
っ
た

ら
い
い
な
」
と
い
う
み
な
さ
ん
の
声
を

反
映
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
声
か
ら
「
誰
も
が
す
こ
や

か
に
、
安
心
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
と
も

に
つ
く
る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
に
定
め
、

４
つ
の
柱
と
12
の
テ
ー
マ
に
整
理
し
ま

し
た
。
（
図
１
）

計
画
推
進
の
主
役
は
み
な
さ
ん

 
こ
の
計
画
の
主
役
は
行
政
や
社
会
福
祉

協
議
会
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
み
な
さ
ん
が
主
役
と
な
る
地
域
活
動

を
広
め
、
地
域
の
連
携
や
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
や
機
関
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、

多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る
地
域
の
福

祉
課
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。
（
図

２
）

活
用
は
「
ふ
く
し
あ
」
へ
相
談

　
地
域
で
こ
の
計
画
に
取
り
組
む
と
き

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。
近
く
の
「
ふ
く
し

あ
」
に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
検
証
し
て
見
直
し

　
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
毎
年
、
計
画
の
評
価
や
検
証

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
い
た
だ

い
た
意
見
を
基
に
、
計
画
を
加
筆
修
正

し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
実
態
に
合

わ
せ
た
地
域
福
祉
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
福
祉
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

第
四
次
計
画
は
、
み
な
さ
ん
の
希

望
を
「
こ
う
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と

い
う
形
で
計
画
に
掲
載
し
た
こ
と
と
、

毎
年
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が

特
徴
で
す
。

地
域
福
祉
は
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
な
さ

ん
の
こ
の
計
画
へ
の
理
解
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。 

ま
ず
、
み
な
さ
ん
に
計
画
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
計
画
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
と

き
、
地
域
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
自
分
事
と
し
て
考
え
、
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

計
画
の
推
進
に
は
対
話
し
て
互
い

に
共
感
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
計
画
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域

が
進
め
る
目
標
達
成
に
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
は
「
い
の
ち
」
を
育
む
場

所
で
す

地
域
に
は
「
場
」
と
「
人
」
の
両

面
が
あ
り
ま
す
。
暮
ら
し
の
基
盤
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
で
す
。
生
ま
れ

く
る
「
い
の
ち
」
を
育
む
の
も
、
老

い
る
「
い
の
ち
」
を
支
え
る
の
も
、

世
代
を
つ
な
ぐ
地
域
の
営
み
が
あ
れ

ば
こ
そ
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
地
域
を
末
永
く
活
か
し
て
、

あ
ま
ね
く
安
心
・
安
全
を
つ
く
り
出

す
た
め
に
『
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
か
け

が
わ
21
』
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
い

わ
ば
地
域
の
設
計
図
で
す
。
こ
れ
を

基
に
し
て
地
域
を
施
工
す
る
の
は
、

住
民
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
手
」
で
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
自
己
か
ら
他
者

へ
、
そ
し
て
地
域
か
ら
地
域
へ
と
紡

い
で
い
く
住
民
の
協
働
の
力
で
す
。

と
も
に
手
を
携
え
て
、
地
域
に
活

き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
地
域
を

育
ん
で
い
く
試
み
を
続
け
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
「
い
の
ち
」
は
「
い
の

ち
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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1-1 つながる・受け止める相談支援

1-2 住民参加型多職種多機関の連携体制

1-3 災害への備え

2-1 多様な地域住民が気にかけ合うまちづくり

2-2 それぞれのニーズに応じた多様な居場所

2-3 全ての人が支え合い活かし合うまちづくり

3-1 誰もが住み慣れた地域ですこやかに暮らすまちづくり

3-2 いきいきとした活動の場づくり

4-1 福祉の土壌を育む学びの場づくり

柱1. 誰もが安心して暮らせるまちづくり

柱2. ともに支え役立ち合うまちづくり

柱3. 人生100年時代のすこやかな暮らしづくり

柱4. ともにつくる持続可能なまちづくり

4-2 福祉を担う人材の育成

4-3 協働によるまちづくりとともに進める地域福祉

1-4 誰もが差別されず意思決定の権利を守る支援

施策の大綱　推進施策
掛川市の地域福祉の推進体制

誰もがすこやかに、安心で幸せな暮らしをともにつくるまち

地域福祉課題を
発見・検討・対応

住民の
参画

専門職
連携

地域連携 機関連携

住民・専門職・企業・市民団体・関係機関

行政・社会福祉協議会

地域福祉計画・地域福祉活動計画を改定

スマイルプランかけがわ21
　「地域に住む全ての人が多様な生き方・暮らし方を認め合い、地域でともに支えあうまち」を目指
して、みなさんと一緒に取り組みたいことを計画にしました。

問 福祉課（☎21-1215）
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。
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福
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会
の
３
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携
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。
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困
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懇
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こ
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っ
た
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ん
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声
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反
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し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
声
か
ら
「
誰
も
が
す
こ
や

か
に
、
安
心
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
と
も

に
つ
く
る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
に
定
め
、

４
つ
の
柱
と
12
の
テ
ー
マ
に
整
理
し
ま

し
た
。
（
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１
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あ
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一
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に
は
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の
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代
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な
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み
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れ

ば
こ
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と
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く
安
心
・
安
全
を
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に
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け

が
わ
21
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が
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表
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れ
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た
。
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地
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の
設
計
図
で
す
。
こ
れ
を
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に
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て
地
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を
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工
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る
の
は
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の
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こ
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と
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で
す
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来
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に
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７
８
４
人
で
活
動
ス
タ
ー
ト

　
令
和
３
年
度
消
防
団
入
退
団
式
が
３
月

28
日
、
東
遠
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
総
合
体

育
館
さ
ん
り
ー
な
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
団

長
の
鈴
木
智
彦
さ
ん
が
退
団
者
95
人
へ
ね

ぎ
ら
い
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
た
ほ
か
、

新
入
団
員
76
人
に
消
防
団
活
動
の
意
義
な

ど
を
訓
示
し
激
励
し
ま
し
た
。
団
員
数
は

７
８
４
人
で
、
令
和
３
年
度
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

地
域
の
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
り

ま
ち
を
守
る

　
昨
年
の
市
内
火
災
件
数
は
24
件
と
、
新

市
発
足
以
来
最
少
と
な
り
、
２
年
連
続
で

火
災
に
よ
る
死
者
が
ゼ
ロ
に
な
る
な
ど
、

被
害
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

背
景
に
は
、
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
と

の
連
携
の
強
化
な
ど
、
消
防
団
の
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
そ
の
管
轄
区
域
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
、

地
域
の
特
性
を
熟
知
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
度
新
入
団
員

予
防
指
導
隊
＝
原
田
真
希
子
、
第
一
＝
伊

東
勇
樹
、
松
本
光
王
、
小
池
侑
生
、
上
内

田
＝
松
本
元
輝
、
角
皆
拓
実
、
下
野
公

輔
、
原
野
拓
巳
、
中
央
＝
小
澤
広
空
、
土

屋
優
真
、
掛
二
＝
榛
葉
海
斗
、
齊
藤
隼

右
、
佐
藤
淳
紀
、
東
山
口
＝
榛
葉
喬
、
杉

本
大
知
、
日
坂
＝
松
本
祐
助
、
小
澤
優

真
、
竹
中
優
、
星
野
比
呂
、
東
山
＝
山
城

黎
寿
、
西
郷
＝
小
澤
勇
人
、
戸
塚
真
之
、

岩
瀬
佳
祐
、
原
谷
＝
山
﨑
康
生
、
原
泉
＝

後
藤
慶
悟
、
大
角
晃
星
、
桜
木
東
＝
森
長

紘
矢
、
大
東
第
一
＝
赤
堀
聡
介
、
市
川
和

樹
、
牧
野
光
佑
、
水
島
優
人
、
宮
武
瑠

偉
、
大
東
第
二
＝
加
藤
三
四
郎
、
大
東
第

三
＝
伊
藤
佑
樹
、
柴
田
将
也
、
柴
田
拓

斗
、
犬
塚
陽
太
、
久
保
秋
洋
、
大
東
第
四

＝
青
野
時
貞
、
藤
田
幸
紀
、
中
嶋
克
哉
、

戸
塚
賢
人
、
袴
田
康
和
、
末
永
昌
寛
、
萩

原
貴
裕
、
角
替
幹
也
、
大
東
第
五
＝
栗
田

圭
輔
、
鈴
木
優
介
、
植
原
巧
、
石
川
太

裕
、
石
川
穂
、
竹
内
友
希
、
平
野
真
悟
、

大
東
第
六
＝
笠
原
聖
矢
、
杉
本
真
希
、
林

健
太
郎
、
大
須
賀
第
一
＝
平
松
宏
文
、
栗

山
純
実
、
柴
田
知
輝
、
古
田
大
　
、
柿
田

祥
太
、
吉
里
龍
一
、
大
石
峻
也
、
山
田
健

太
、
大
須
賀
第
二
＝
坂
口
拓
也
、
伊
藤
和

樹
、
服
部
魁
、
水
野
雄
祐
、
杉
山
翼
、
伊

藤
良
太
、
平
井
雅
起
、
別
所
慶
多
、
大
須

賀
第
三
＝
赤
堀
雄
基
、
鈴
木
耕
平
、
大
須
賀

第
四
＝
鈴
木
祐
介
、
小
林
竜
也
（
敬
称
略
）

※掲載内容は、現時点の情報です。今後の国の発表により変更になることがあります。

市民のワクチン接種案内・予約受付
掛川市ワクチンコールセンター
☎050-5491-1250
午前9時～午後5時 （9月末日までは土日・祝日も
実施、10月からは平日のみ実施予定）

掛川市ホームページ
「ワクチン接種情報」
随時更新

接種費用
無料

接
種
の
た
め
の
高
齢
者
タ
ク

シ
ー
助
成

問
生
涯
学
習
協
働
推
進
課

（
☎
21-

１
１
２
９
）

対
象
者
（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
）

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る

・
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
年
齢
が

　
65
歳
以
上
（
昭
和
32
年
４
月
１
日
以

　
前
の
生
ま
れ
）

・
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い
ま
た

　
は
、
持
っ
て
い
る
が
運
転
で
き
な
い

助
成
の
利
用
条
件

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
目
的
と
し
た
、
自

宅
と
接
種
会
場
間
の
タ
ク
シ
ー
移
動

助
成
額  

１
人
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
を
基

準
に
運
賃
か
ら
割
り
引
き
（
２
回
接
種

の
た
め
片
道
４
回
分
ま
で
適
用
可
）

利
用
方
法

接
種
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
次
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
目

的
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
の
日
時
に
ご
自
宅
に
タ

ク
シ
ー
が
来
ま
す
の
で
、
車
内
で
運
転

手
が
渡
す
助
成
券
（
図
１
）
に
氏
名
な

ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
乗
り
合
い

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

・
掛
川
タ
ク
シ
ー
㈱

　
☎
22-

３
２
３
１

・
㈱
第
一
通
商
ラ
イ
フ
タ
ク
シ
ー   

　

　
☎
21-

０
９
０
９

▲4月、B&G体育館でワクチン集団接種のシミュ
　レーションが行われた

図1　車内で運転手が渡す助成券に記入をしてください

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
当
日
の
お
願
い

・
自
宅
で
体
温
を
測
定
し
、
明
ら
か
に

発
熱
が
あ
る
場
合
や
体
調
が
悪
い
場

合
は
、
接
種
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
次
の
４
点
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
①
、
②
は
郵
送
で
届
き
ま
す
）
。

　①
予
防
接
種
券
（
ク
ー
ポ
ン
券
）

　②
予
診
票
（
あ
ら
か
じ
め
記
入
）

　③
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
や

　免
許
証
な
ど
）

　④
お
薬
手
帳

・
注
射
の
た
め
、
肩
を
出
し
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住　　所　　掛川市　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生年月日 T ・ S 年 月 日 (年齢 才)

令和３年　　月　　日

新型コロナウイルスワクチン接種 高齢者タクシー利用支援制度

助成券(割引500円/回)
（案）（案）

＜有効期限　令和3年8月31日まで＞

□私は、掛川市内に住所を有し、ワクチン接種を目的とした自宅と接種会場のタクシー
　利用です。「予防接種券（クーポン券）」「予診票」「身分証明書」を所持しています。

□私は、運転免許証を持っていません。または、持ってはいるが運転できません。

□私は、令和4年4月1日までに65歳以上になります。(昭和32年４月１日以前の生まれ)

□その他　
 ・ 市内のタクシー事業者２社(掛川タクシー㈱、㈱第一通商ライフタクシー )で利用で
　きます。

・ 乗合となる場合があります。

・ 本制度は「デマンド型乗合タクシー」には利用できません。

以上について、確認し相違ありません。

市では、4月下旬から5月上旬までに65歳以上
の方を対象に予防接種券（クーポン券）を発送し
ます。高齢者の接種は5月下旬から開始予定です。
高齢者の接種では、自宅と接種会場をタク
シーで移動する場合に運賃の一部助成を受けら
れる場合がありますので、ご確認ください。

8KOHO  KAKEGAWA  2021.5

高齢者の自宅と接種会場の移動を支援

新型コロナワクチン

問健康医療課新型コロナワクチン接種対策室（☎64-5671）

9

問
消
防
総
務
課

（
☎
21-

６
１
０
２
）

令
和
３
年
度
消
防
団
入
退
団
式

新
入
団
員
を
迎
え
新
体
制
ス
タ
ー
ト

▲入退団式で整列する新入団員

　新入団員のみな
さん、入団おめで
とうございます。
地元地域のため
に、入団を決意し
てくれたことに大

掛川市消防団長
鈴木智彦さん（高瀬）

防災レベルの高い
実践に即した消防
団を目指して

変感謝しています。
　消防団への地域住民からの期待は大き
く、火災だけでなく、風水害などあらゆ
る災害に対応するため、実践に即した訓
練を行い、有事の際に迅速な対応で被害
を最小限に食い止めることが我々の責務
となります。
　地域のために何ができるかを考え、団
員全員が一丸となり、よりレベルの高い
消防団員を目指して地域の安全・安心を
守りましょう。

あ
き
た
か

ひ
ろ
た
か

ま
さ

き

じ
ゅ
ん

じ

た
い

ゆ
う

し
ょ
う
か
ん

れ
い
じ
ゅ

じ
ゅ
ん

す
け



７
８
４
人
で
活
動
ス
タ
ー
ト

　
令
和
３
年
度
消
防
団
入
退
団
式
が
３
月

28
日
、
東
遠
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
総
合
体

育
館
さ
ん
り
ー
な
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
団

長
の
鈴
木
智
彦
さ
ん
が
退
団
者
95
人
へ
ね

ぎ
ら
い
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
た
ほ
か
、

新
入
団
員
76
人
に
消
防
団
活
動
の
意
義
な

ど
を
訓
示
し
激
励
し
ま
し
た
。
団
員
数
は

７
８
４
人
で
、
令
和
３
年
度
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

地
域
の
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
り

ま
ち
を
守
る

　
昨
年
の
市
内
火
災
件
数
は
24
件
と
、
新

市
発
足
以
来
最
少
と
な
り
、
２
年
連
続
で

火
災
に
よ
る
死
者
が
ゼ
ロ
に
な
る
な
ど
、

被
害
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

背
景
に
は
、
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
と

の
連
携
の
強
化
な
ど
、
消
防
団
の
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
そ
の
管
轄
区
域
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
、

地
域
の
特
性
を
熟
知
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
度
新
入
団
員

予
防
指
導
隊
＝
原
田
真
希
子
、
第
一
＝
伊

東
勇
樹
、
松
本
光
王
、
小
池
侑
生
、
上
内

田
＝
松
本
元
輝
、
角
皆
拓
実
、
下
野
公

輔
、
原
野
拓
巳
、
中
央
＝
小
澤
広
空
、
土

屋
優
真
、
掛
二
＝
榛
葉
海
斗
、
齊
藤
隼

右
、
佐
藤
淳
紀
、
東
山
口
＝
榛
葉
喬
、
杉

本
大
知
、
日
坂
＝
松
本
祐
助
、
小
澤
優

真
、
竹
中
優
、
星
野
比
呂
、
東
山
＝
山
城

黎
寿
、
西
郷
＝
小
澤
勇
人
、
戸
塚
真
之
、

岩
瀬
佳
祐
、
原
谷
＝
山
﨑
康
生
、
原
泉
＝

後
藤
慶
悟
、
大
角
晃
星
、
桜
木
東
＝
森
長

紘
矢
、
大
東
第
一
＝
赤
堀
聡
介
、
市
川
和

樹
、
牧
野
光
佑
、
水
島
優
人
、
宮
武
瑠

偉
、
大
東
第
二
＝
加
藤
三
四
郎
、
大
東
第

三
＝
伊
藤
佑
樹
、
柴
田
将
也
、
柴
田
拓

斗
、
犬
塚
陽
太
、
久
保
秋
洋
、
大
東
第
四

＝
青
野
時
貞
、
藤
田
幸
紀
、
中
嶋
克
哉
、

戸
塚
賢
人
、
袴
田
康
和
、
末
永
昌
寛
、
萩

原
貴
裕
、
角
替
幹
也
、
大
東
第
五
＝
栗
田

圭
輔
、
鈴
木
優
介
、
植
原
巧
、
石
川
太

裕
、
石
川
穂
、
竹
内
友
希
、
平
野
真
悟
、

大
東
第
六
＝
笠
原
聖
矢
、
杉
本
真
希
、
林

健
太
郎
、
大
須
賀
第
一
＝
平
松
宏
文
、
栗

山
純
実
、
柴
田
知
輝
、
古
田
大
　
、
柿
田

祥
太
、
吉
里
龍
一
、
大
石
峻
也
、
山
田
健

太
、
大
須
賀
第
二
＝
坂
口
拓
也
、
伊
藤
和

樹
、
服
部
魁
、
水
野
雄
祐
、
杉
山
翼
、
伊

藤
良
太
、
平
井
雅
起
、
別
所
慶
多
、
大
須

賀
第
三
＝
赤
堀
雄
基
、
鈴
木
耕
平
、
大
須
賀

第
四
＝
鈴
木
祐
介
、
小
林
竜
也
（
敬
称
略
）

※掲載内容は、現時点の情報です。今後の国の発表により変更になることがあります。

市民のワクチン接種案内・予約受付
掛川市ワクチンコールセンター
☎050-5491-1250
午前9時～午後5時 （9月末日までは土日・祝日も
実施、10月からは平日のみ実施予定）

掛川市ホームページ
「ワクチン接種情報」
随時更新
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接
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め
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助
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働
推
進
課

（
☎
21-

１
１
２
９
）

対
象
者
（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
）

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る

・
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
年
齢
が

　
65
歳
以
上
（
昭
和
32
年
４
月
１
日
以

　
前
の
生
ま
れ
）

・
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い
ま
た

　
は
、
持
っ
て
い
る
が
運
転
で
き
な
い

助
成
の
利
用
条
件

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
目
的
と
し
た
、
自

宅
と
接
種
会
場
間
の
タ
ク
シ
ー
移
動

助
成
額  

１
人
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
を
基

準
に
運
賃
か
ら
割
り
引
き
（
２
回
接
種

の
た
め
片
道
４
回
分
ま
で
適
用
可
）

利
用
方
法

接
種
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
次
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
目

的
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
の
日
時
に
ご
自
宅
に
タ

ク
シ
ー
が
来
ま
す
の
で
、
車
内
で
運
転

手
が
渡
す
助
成
券
（
図
１
）
に
氏
名
な

ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
乗
り
合
い

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

・
掛
川
タ
ク
シ
ー
㈱

　
☎
22-

３
２
３
１

・
㈱
第
一
通
商
ラ
イ
フ
タ
ク
シ
ー   

　

　
☎
21-

０
９
０
９

▲4月、B&G体育館でワクチン集団接種のシミュ
　レーションが行われた

図1　車内で運転手が渡す助成券に記入をしてください

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
当
日
の
お
願
い

・
自
宅
で
体
温
を
測
定
し
、
明
ら
か
に

発
熱
が
あ
る
場
合
や
体
調
が
悪
い
場

合
は
、
接
種
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
次
の
４
点
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
①
、
②
は
郵
送
で
届
き
ま
す
）
。

　①
予
防
接
種
券
（
ク
ー
ポ
ン
券
）

　②
予
診
票
（
あ
ら
か
じ
め
記
入
）

　③
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
や

　免
許
証
な
ど
）

　④
お
薬
手
帳

・
注
射
の
た
め
、
肩
を
出
し
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住　　所　　掛川市　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生年月日 T ・ S 年 月 日 (年齢 才)

令和３年　　月　　日

新型コロナウイルスワクチン接種 高齢者タクシー利用支援制度

助成券(割引500円/回)
（案）（案）

＜有効期限　令和3年8月31日まで＞

□私は、掛川市内に住所を有し、ワクチン接種を目的とした自宅と接種会場のタクシー
　利用です。「予防接種券（クーポン券）」「予診票」「身分証明書」を所持しています。

□私は、運転免許証を持っていません。または、持ってはいるが運転できません。

□私は、令和4年4月1日までに65歳以上になります。(昭和32年４月１日以前の生まれ)

□その他　
 ・ 市内のタクシー事業者２社(掛川タクシー㈱、㈱第一通商ライフタクシー )で利用で
　きます。

・ 乗合となる場合があります。

・ 本制度は「デマンド型乗合タクシー」には利用できません。

以上について、確認し相違ありません。

市では、4月下旬から5月上旬までに65歳以上
の方を対象に予防接種券（クーポン券）を発送し
ます。高齢者の接種は5月下旬から開始予定です。
高齢者の接種では、自宅と接種会場をタク
シーで移動する場合に運賃の一部助成を受けら
れる場合がありますので、ご確認ください。

8KOHO  KAKEGAWA  2021.5

高齢者の自宅と接種会場の移動を支援

新型コロナワクチン

問健康医療課新型コロナワクチン接種対策室（☎64-5671）
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問
消
防
総
務
課

（
☎
21-

６
１
０
２
）

令
和
３
年
度
消
防
団
入
退
団
式

新
入
団
員
を
迎
え
新
体
制
ス
タ
ー
ト

▲入退団式で整列する新入団員

　新入団員のみな
さん、入団おめで
とうございます。
地元地域のため
に、入団を決意し
てくれたことに大

掛川市消防団長
鈴木智彦さん（高瀬）

防災レベルの高い
実践に即した消防
団を目指して

変感謝しています。
　消防団への地域住民からの期待は大き
く、火災だけでなく、風水害などあらゆ
る災害に対応するため、実践に即した訓
練を行い、有事の際に迅速な対応で被害
を最小限に食い止めることが我々の責務
となります。
　地域のために何ができるかを考え、団
員全員が一丸となり、よりレベルの高い
消防団員を目指して地域の安全・安心を
守りましょう。

あ
き
た
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ろ
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さ

き
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ん
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た
い

ゆ
う

し
ょ
う
か
ん

れ
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ゅ

じ
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ん

す
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宅改修、新エネ機器で助成
買物券で暮らしを応援住

和4年度 掛川市職員募集
自宅で受験が可能令

問 ・ 住宅改修
    産業労働政策課(☎21-1124）
 　 ・ 新エネ機器
    環境政策課(☎21-1218)

　
市
は
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会

と
協
働
し
、
次
の
事
業
に
対
し
て

市
内
約
６
０
０
店
で
利
用
で
き
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
買
物
券
」

（
有
効
期
限
６
か
月
）
を
交
付
し

ま
す
。

市
内
の
中
小
建
築
関
連
事
業
者
で

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

交
付
額
　
10
万
円
以
上
の
補
助
対

象
工
事
費
の
10
％
で
上
限
10
万

円
分
（
申
請
多
数
の
と
き
は
上

限
額
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

申
込
方
法
　
６
月
２
日
㈬
〜
８
日

㈫
に
左
下
の
窓
口
で
申
し
込
み

（
６
日
㈰
を
除
く
）

対
象
　
一
定
条
件
を
満
た
し
、
交

付
決
定
後
に
着
工
、
12
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
工
事
（
ほ
か
の

掛
川
市
補
助
事
業
な
ど
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
）

太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
温
水
器
な

ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

　
市
内
の
自
宅
に
家
庭
用
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
を
設
置
し
た
世
帯

に
、
設
置
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
交
付
し
ま
す
。

上
限
額
　
太
陽
光
発
電
は
、
新
築

は
上
限
３
万
円
、
既
築
は
上
限

６
万
円
　
▽
太
陽
熱
温
水
器
は

上
限
２
万
円
　
▽
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は

上
限
２
万
円
　
▽
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
蓄
電
設
備
は
上
限
６
万
円

▽
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
上
限
５
万

円
申
込
期
間
　
５
月
６
日
㈭
〜
令
和

４
年
３
月
31
日
㈭
（
申
込
順
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※

交
付
条
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ょっと知りたい税金のこと
固定資産税と都市計画税ち

役所本庁舎で天井改修工事
市民の安心・安全のために市

問 資産税課
 （☎21-1137）
　※土地係・家屋係 共通

問 管財課
 （☎21-1132）

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家

屋
、
償
却
資
産
の
資
産
価
値
に
応

じ
て
課
税
さ
れ
る
市
税
で
、
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

土
地
　
問
土
地
係

　
登
記
簿
の
地
目
や
現
況
、
農
地

転
用
許
可
な
ど
に
よ
り
評
価
し
ま

す
。
今
年
度
は
評
価
替
え
と
な
り

ま
す
。
価
格
変
動
や
街
路
な
ど
の

状
況
変
化
を
反
映
さ
せ
た
評
価
額

に
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用

地
は
、
課
税
標
準
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
が
、
家
屋
が
取
り
壊
さ
れ
た

り
、
住
宅
以
外
の
用
途
に
変
更
し

た
り
す
る
と
、
税
額
が
上
が
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
　
問
家
屋
係

　
新
増
築
の
際
、
市
の
実
地
調
査

に
基
づ
き
、
建
築
費
（
再
建
築
価

格
）
を
算
出
し
、
経
過
年
数
な
ど

に
よ
る
補
正
を
行
っ
て
課
税
標
準

額
を
算
出
し
ま
す
。
建
築
確
認
を

要
し
な
い
家
屋
も
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。
建
物
を
新
築
や
増
築
し

た
と
き
は
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
「
建
物
滅
失
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
　
問
家
屋
係

　
会
社
や
個
人
が
事
業
を
営
む
た

め
に
所
有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋

以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
が
課
税

対
象
で
す
。
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
、
税
務
署
へ
の
申
告
（
確

定
申
告
な
ど
）
と
は
別
に
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
市
へ
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
税
　
問
土
地
係
・
家
屋

係　
都
市
計
画
事
業
や
公
共
下
水
道

事
業
な
ど
の
費
用
に
充
て
る
た

め
、
市
の
条
例
で
定
め
る
区
域
内

に
あ
る
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
標
準
額

は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
に
よ
り

算
出
さ
れ
ま
す
が
、
住
宅
用
地
の

特
例
率
の
違
い
か
ら
、
土
地
の
課

税
標
準
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書

　
令
和
３
年
度
分
は
、
５
月
13
日

㈭
に
発
送
し
ま
す
。
課
税
明
細
書

に
は
、
一
筆
一
棟
ご
と
に
税
相
当

額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
（
再
発
行
は

し
ま
せ
ん
）

　
掛
川
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー
と
吹
き
抜
け
ア
ト
リ
ウ
ム
の

天
井
改
修
を
行
い
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
安
心
・
安
全
に
努
め
ま

す
。

工
事
範
囲

１
階
ロ
ビ
ー
部

　
面
積
　
３
１
８
平
方
㍍

　
高
さ
　
５·

７
㍍

ア
ト
リ
ウ
ム
部

　
面
積
　
約
1
０
８
０
平
方
㍍

　
高
さ
　
10·

８
〜
23·

０
㍍

工
期

　
５
月
〜
令
和
４
年
３
月
下
旬

工
事
の
進
め
方

　
①
５
〜
７
月
に
か
け
て
、
１
階

の
ロ
ビ
ー
部
の
工
事
を
行
い
ま

す
。

　
②
　
①
の
工
事
が
終
了
次
第
、

引
き
続
き
、
吹
き
抜
け
ア
ト
リ
ウ

ム
部
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
中
は
、
テ
ラ
ス
お
よ
び
階

段
に
仮
設
の
足
場
を
設
置
し
、
上

部
の
作
業
床
で
作
業
を
行
い
ま

す
。
適
切
な
歩
行
者
通
路
の
確
保

な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安

心
・
安
全
を
第
一
優
先
に
工
事
を

進
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

補助対象工事（例）
住宅の長寿命化 省エネルギー化

防災対策 ユニバーサルデザイン化

屋根の葺き替えや外壁の
塗り替え、壁紙の張り替え、
床や壁、畳の張り替えなど

外壁、床、屋根、天井、窓ガ
ラスの断熱化や高効率給
湯器の設置など

家具の転倒防止や耐震補
強など

床の段差解消や引き戸へ
の取り替え、手すりの設置、
洋式便器への交換など

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

・
掛
川
商
工
会
議
所

　
☎
22
-５
１
５
１

・
掛
川
み
な
み
商
工
会
本
所

　
☎
72
-２
７
０
１

・
掛
川
み
な
み
商
工
会
大
須
賀
支
所

　
☎
48
-２
２
６
２

ふ

Information

※資格・学歴要件取得期限は、令和4年3月末日とする。

■受験手続き
　市ホームページまたは左の二次元コードから受験申込
フォームに進み、5月1日（土）～28日（金）までに申し込み
してください。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

幼児教育士

◎保健師

◎福祉

◎建築技術

◎土木技術

幼稚園教諭・保育士資格取得者昭和61年4月2日以降に
生まれた方

保健師資格取得者

社会福祉士または精神保健福祉士資格取得者

建築士資格取得者など

土木専門課程修了者など

消防士

◎一般事務

■採用予定職種・応募要件
 職種 採用予定 年齢要件 資格要件（見込み含む） 学歴要件（見込み含む）

大学、短期大学もしくは
高等学校を卒業した方

平成6年4月2日以降に
生まれた方

昭和56年4月2日以降に
生まれた方

上記◎の職種
（職務経験者）

若干名

若干名

15人程度
なし

同一企業で3年以上の職務経験（土木・建築・福祉・保健師は、その職種に
関連する内容）がある方、一般事務は公務で生かせる資格を持っている方

　問 行政課
　　　（☎21-1133）
申

▲１階ロビー部

▲アトリウム部
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宅改修、新エネ機器で助成
買物券で暮らしを応援住

和4年度 掛川市職員募集
自宅で受験が可能令

問 ・ 住宅改修
    産業労働政策課(☎21-1124）
 　 ・ 新エネ機器
    環境政策課(☎21-1218)

　
市
は
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会

と
協
働
し
、
次
の
事
業
に
対
し
て

市
内
約
６
０
０
店
で
利
用
で
き
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
買
物
券
」

（
有
効
期
限
６
か
月
）
を
交
付
し

ま
す
。

市
内
の
中
小
建
築
関
連
事
業
者
で

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

交
付
額
　
10
万
円
以
上
の
補
助
対

象
工
事
費
の
10
％
で
上
限
10
万

円
分
（
申
請
多
数
の
と
き
は
上

限
額
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

申
込
方
法
　
６
月
２
日
㈬
〜
８
日

㈫
に
左
下
の
窓
口
で
申
し
込
み

（
６
日
㈰
を
除
く
）

対
象
　
一
定
条
件
を
満
た
し
、
交

付
決
定
後
に
着
工
、
12
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
工
事
（
ほ
か
の

掛
川
市
補
助
事
業
な
ど
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
）

太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
温
水
器
な

ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

　
市
内
の
自
宅
に
家
庭
用
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
を
設
置
し
た
世
帯

に
、
設
置
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
交
付
し
ま
す
。

上
限
額
　
太
陽
光
発
電
は
、
新
築

は
上
限
３
万
円
、
既
築
は
上
限

６
万
円
　
▽
太
陽
熱
温
水
器
は

上
限
２
万
円
　
▽
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は

上
限
２
万
円
　
▽
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
蓄
電
設
備
は
上
限
６
万
円

▽
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
上
限
５
万

円
申
込
期
間
　
５
月
６
日
㈭
〜
令
和

４
年
３
月
31
日
㈭
（
申
込
順
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※

交
付
条
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ょっと知りたい税金のこと
固定資産税と都市計画税ち

役所本庁舎で天井改修工事
市民の安心・安全のために市

問 資産税課
 （☎21-1137）
　※土地係・家屋係 共通

問 管財課
 （☎21-1132）

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家

屋
、
償
却
資
産
の
資
産
価
値
に
応

じ
て
課
税
さ
れ
る
市
税
で
、
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

土
地
　
問
土
地
係

　
登
記
簿
の
地
目
や
現
況
、
農
地

転
用
許
可
な
ど
に
よ
り
評
価
し
ま

す
。
今
年
度
は
評
価
替
え
と
な
り

ま
す
。
価
格
変
動
や
街
路
な
ど
の

状
況
変
化
を
反
映
さ
せ
た
評
価
額

に
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用

地
は
、
課
税
標
準
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
が
、
家
屋
が
取
り
壊
さ
れ
た

り
、
住
宅
以
外
の
用
途
に
変
更
し

た
り
す
る
と
、
税
額
が
上
が
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
　
問
家
屋
係

　
新
増
築
の
際
、
市
の
実
地
調
査

に
基
づ
き
、
建
築
費
（
再
建
築
価

格
）
を
算
出
し
、
経
過
年
数
な
ど

に
よ
る
補
正
を
行
っ
て
課
税
標
準

額
を
算
出
し
ま
す
。
建
築
確
認
を

要
し
な
い
家
屋
も
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。
建
物
を
新
築
や
増
築
し

た
と
き
は
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
「
建
物
滅
失
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
　
問
家
屋
係

　
会
社
や
個
人
が
事
業
を
営
む
た

め
に
所
有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋

以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
が
課
税

対
象
で
す
。
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
、
税
務
署
へ
の
申
告
（
確

定
申
告
な
ど
）
と
は
別
に
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
市
へ
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
税
　
問
土
地
係
・
家
屋

係　
都
市
計
画
事
業
や
公
共
下
水
道

事
業
な
ど
の
費
用
に
充
て
る
た

め
、
市
の
条
例
で
定
め
る
区
域
内

に
あ
る
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
標
準
額

は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
に
よ
り

算
出
さ
れ
ま
す
が
、
住
宅
用
地
の

特
例
率
の
違
い
か
ら
、
土
地
の
課

税
標
準
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書

　
令
和
３
年
度
分
は
、
５
月
13
日

㈭
に
発
送
し
ま
す
。
課
税
明
細
書

に
は
、
一
筆
一
棟
ご
と
に
税
相
当

額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
（
再
発
行
は

し
ま
せ
ん
）

　
掛
川
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー
と
吹
き
抜
け
ア
ト
リ
ウ
ム
の

天
井
改
修
を
行
い
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
安
心
・
安
全
に
努
め
ま

す
。

工
事
範
囲

１
階
ロ
ビ
ー
部

　
面
積
　
３
１
８
平
方
㍍

　
高
さ
　
５·

７
㍍

ア
ト
リ
ウ
ム
部

　
面
積
　
約
1
０
８
０
平
方
㍍

　
高
さ
　
10·

８
〜
23·

０
㍍

工
期

　
５
月
〜
令
和
４
年
３
月
下
旬

工
事
の
進
め
方

　
①
５
〜
７
月
に
か
け
て
、
１
階

の
ロ
ビ
ー
部
の
工
事
を
行
い
ま

す
。

　
②
　
①
の
工
事
が
終
了
次
第
、

引
き
続
き
、
吹
き
抜
け
ア
ト
リ
ウ

ム
部
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
中
は
、
テ
ラ
ス
お
よ
び
階

段
に
仮
設
の
足
場
を
設
置
し
、
上

部
の
作
業
床
で
作
業
を
行
い
ま

す
。
適
切
な
歩
行
者
通
路
の
確
保

な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安

心
・
安
全
を
第
一
優
先
に
工
事
を

進
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

補助対象工事（例）
住宅の長寿命化 省エネルギー化

防災対策 ユニバーサルデザイン化

屋根の葺き替えや外壁の
塗り替え、壁紙の張り替え、
床や壁、畳の張り替えなど

外壁、床、屋根、天井、窓ガ
ラスの断熱化や高効率給
湯器の設置など

家具の転倒防止や耐震補
強など

床の段差解消や引き戸へ
の取り替え、手すりの設置、
洋式便器への交換など

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

・
掛
川
商
工
会
議
所

　
☎
22
-５
１
５
１

・
掛
川
み
な
み
商
工
会
本
所

　
☎
72
-２
７
０
１

・
掛
川
み
な
み
商
工
会
大
須
賀
支
所

　
☎
48
-２
２
６
２

ふ

Information

※資格・学歴要件取得期限は、令和4年3月末日とする。

■受験手続き
　市ホームページまたは左の二次元コードから受験申込
フォームに進み、5月1日（土）～28日（金）までに申し込み
してください。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

幼児教育士

◎保健師

◎福祉

◎建築技術

◎土木技術

幼稚園教諭・保育士資格取得者昭和61年4月2日以降に
生まれた方

保健師資格取得者

社会福祉士または精神保健福祉士資格取得者

建築士資格取得者など

土木専門課程修了者など

消防士

◎一般事務

■採用予定職種・応募要件
 職種 採用予定 年齢要件 資格要件（見込み含む） 学歴要件（見込み含む）

大学、短期大学もしくは
高等学校を卒業した方

平成6年4月2日以降に
生まれた方

昭和56年4月2日以降に
生まれた方

上記◎の職種
（職務経験者）

若干名

若干名

15人程度
なし

同一企業で3年以上の職務経験（土木・建築・福祉・保健師は、その職種に
関連する内容）がある方、一般事務は公務で生かせる資格を持っている方

　問 行政課
　　　（☎21-1133）
申

▲１階ロビー部

▲アトリウム部
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エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
取
得
支

援
セ
ミ
ナ
ー
事
前
説
明
会

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取

得
を
目
指
す
事
業
者
を
支
援
す
る

セ
ミ
ナ
ー
（
７
〜
12
月
の
全
５

回
）
を
、
掛
川
、
袋
井
、
菊
川
の

３
市
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
認
証
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
事
業
者
は
事
前
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

日
時
　
６
月
11
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
　袋
井
市
役
所
３
階
３
０
２

会
議
室

内
容

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
概
要
説
明

・
認
証
取
得
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー 

（
全
５
回
）
の
内
容
説
明

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
要
求
事
項

の
全
体
説
明
と
詳
細
指
導

参
加
料
　
無
料

申
込
方
法
　
市
役
所
２
階
環
境
政 

策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
に 

必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル 

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。 

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

居住宅費などを補助
新婚世帯への支援が始まります新

水害対策も対象へ
地震・津波対策寄付金が新しくなりました風

問 こども政策課
 （☎21-1211）

問 危機管理課
 （☎21-1131）

　
結
婚
・
出
産
・
育
児
に
希
望
を

持
て
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

新
婚
世
帯
へ
の
支
援
が
始
ま
り
ま

す
。

　
結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
に
は
、
新
居
の
住
居
費
や
引
っ

越
し
の
費
用
な
ど
が
か
さ
み
ま

す
。
そ
れ
ら
の
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

補
助
対
象
費
用

・
婚
姻
に
伴
う
住
宅
取
得
費
用
ま

　
た
は
住
宅
賃
借
費
用

・
新
居
へ
の
引
っ
越
し
費
用

補
助
対
象
世
帯

・
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

　
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚

　
姻
届
を
受
理
さ
れ
た
夫
婦

・
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
の
年
齢
が

　
39
歳
以
下
か
つ
世
帯
所
得
４
０

　
０
万
円
未
満
の
新
た
に
婚
姻
し

　
た
世
帯

補
助
上
限

　
夫
婦
い
ず
れ
か
高
い
方
の
年
齢

に
よ
り
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。

29
歳
以
下
・
・
・
60
万
円

39
歳
以
下
・
・
・
30
万
円

補
助
要
件

　
県
な
ど
が
実
施
す
る
「
結
婚
、

妊
娠
、
子
育
て
に
温
か
い
社
会
づ

く
り
・
機
運
の
醸
成
に
資
す
る
取

り
組
み
（
家
事
育
児
参
画
促
進
講

座
な
ど
）
」
へ
の
参
加
な
ど

申
請
開
始
日

　
６
月
15
日
㈫
（
予
算
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）

　
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
左
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
台
風
な
ど
に
よ
り
、
全

国
各
地
で
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害

が
発
生
し
、
人
的
被
害
や
住
家
被

害
な
ど
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い

ま
す
。
市
内
で
も
、
同
様
の
被
害

の
ほ
か
長
期
間
の
停
電
な
ど
が
多

発
し
て
お
り
、
風
水
害
対
策
が
急

務
で
す
。

　
今
年
３
月
末
ま
で
多
く
の
方
に

寄
付
を
い
た
だ
い
た
「
地
震
・
津

波
対
策
寄
付
金
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
地
震
と
津
波
の
対
策
に
風
水
害

の
事
前
対
策
を
加
え
た
「
風
水

害
・
地
震
・
津
波
対
策
寄
付
金
」

へ
移
行
し
ま
す
。

 

少
し
の
善
意
の
積
み
重
ね
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
標
額

　
３
億
円

募
集
期
間

　
令
和
３
年
４
月
〜
令
和
10
年
３

月
の
７
年
間

使
途

　
風
水
害
・
地
震
・
津
波
対
策
施

設
の
整
備
な
ど

※

寄
付
の
際
、
使
途
を
指
定
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

基
金

　
現
在
の
「
地
震
・
津
波
対
策
整

備
基
金
」
は
「
風
水
害
・
地
震
・

津
波
対
策
整
備
基
金
」
へ
移
行

申
込
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
１

階
危
機
管
理
課
、
大
東
・
大
須
賀

支
所
に
備
え
て
あ
る
寄
付
申
込
書

に
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
、
窓
口
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
左
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コアクション21取得を支援
みんなで進めようSDGsの取り組みエ

分の健康は自分で守ろう
毎年欠かさず特定健診自

問 環境政策課
 （☎21-1218）

問 健康医療課
 （☎62-6151）

　
近
年
、
国
内
版
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」

を
ご
存
知
で
す
か
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
制
度
よ
り
も
要
求

項
目
が
少
な
く
取
り
組
み
が
容
易

な
ほ
か
、
認
証
取
得
費
用
が
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
約
10
分
の
１
程
度
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取
り
組

み
を
進
め
る
中
小
事
業
者
な
ど
か

ら
人
気
の
認
証
で
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
中
小
事
業
者

向
け
に
環
境
省
が
策
定
。

取
り
組
む
内
容

・
二
酸
化
炭
素
、
廃
棄
物
の
排

出
量
と
総
排
水
量
の
把
握

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
削 

減
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
節
水
に

向
け
た
行
動

期
待
さ
れ
る
効
果

・
光
熱
水
費
な
ど
の
経
費
削

減
、
生
産
性
の
向
上
、
経
営

の
合
理
化

・
取
引
先
や
一
般
消
費
者
、
近 

隣
住
民
な
ど
か
ら
の
信
頼
向
上

　
み
な
さ
ん
は
毎
年
特
定
健
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
。
定
期
的
な
健

診
は
疾
患
や
異
常
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。
気
が
付
い
た
と
き

に
は
症
状
が
進
行
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
毎
年

欠
か
さ
ず
受
診
し
て
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

検
査
内
容

　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
内
科
診
察
、

血
液
検
査
（
脂
質
、
血
糖
、
肝
機

能
、
腎
機
能
、
貧
血
）

対
象
者

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
〜
74

歳
の
方
（
令
和
４
年
３
月
31
日
時

点
）

※

定
期
的
に
受
診
中
の
方
も
対
象

受
診
時
期

　
受
診
票
が
届
い
た
日
か
ら
10
月

ま
で

実
施
機
関

　
受
診
票
同
封
の
「
医
療
機
関
一

覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

　
1
２
０
０
円

※
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で

40
、
50
、
60
、
70
歳
の
方
は
無
料

受
診
票
発
送
時
期

　
５
月
下
旬
〜
６
月
に
、
随
時
発

送
（
75
歳
以
上
の
方
や
65
歳
以
上

で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
後

期
高
齢
者
健
診
の
受
診
票
は
７
月

こ
ろ
発
送
）

※

感
染
予
防
対
策
の
上
、
健
診
を

　
行
っ
て
い
ま
す
。   

※

勤
務
先
な
ど
で
受
け
た
健
康
診

　
断
の
結
果
の
コ
ピ
ー
を
健
康
医

　
療
課
へ
提
出
す
る
と
、
特
定
健

　
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま

　
す
。

【
風
水
害
対
策
へ
の
活
用
例
】

・
調
整
池
機
能
を
持
っ
た
公
園
の

　整
備

・
市
内
河
川
へ
の
水
位
計
の
追
加

　設
置

・
各
家
庭
へ
の
土
の
う
袋
の
購
入

　補
助

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
新
規
作
成市ホームページ市ホームページ

市ホームページ市ホームページ 市ホームページ市ホームページ
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エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
取
得
支

援
セ
ミ
ナ
ー
事
前
説
明
会

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取

得
を
目
指
す
事
業
者
を
支
援
す
る

セ
ミ
ナ
ー
（
７
〜
12
月
の
全
５

回
）
を
、
掛
川
、
袋
井
、
菊
川
の

３
市
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
認
証
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
事
業
者
は
事
前
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

日
時
　
６
月
11
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
　袋
井
市
役
所
３
階
３
０
２

会
議
室

内
容

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
概
要
説
明

・
認
証
取
得
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー 

（
全
５
回
）
の
内
容
説
明

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
要
求
事
項

の
全
体
説
明
と
詳
細
指
導

参
加
料
　
無
料

申
込
方
法
　
市
役
所
２
階
環
境
政 

策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
に 

必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル 

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。 

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

居住宅費などを補助
新婚世帯への支援が始まります新

水害対策も対象へ
地震・津波対策寄付金が新しくなりました風

問 こども政策課
 （☎21-1211）

問 危機管理課
 （☎21-1131）

　
結
婚
・
出
産
・
育
児
に
希
望
を

持
て
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

新
婚
世
帯
へ
の
支
援
が
始
ま
り
ま

す
。

　
結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
に
は
、
新
居
の
住
居
費
や
引
っ

越
し
の
費
用
な
ど
が
か
さ
み
ま

す
。
そ
れ
ら
の
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

補
助
対
象
費
用

・
婚
姻
に
伴
う
住
宅
取
得
費
用
ま

　
た
は
住
宅
賃
借
費
用

・
新
居
へ
の
引
っ
越
し
費
用

補
助
対
象
世
帯

・
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

　
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚

　
姻
届
を
受
理
さ
れ
た
夫
婦

・
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
の
年
齢
が

　
39
歳
以
下
か
つ
世
帯
所
得
４
０

　
０
万
円
未
満
の
新
た
に
婚
姻
し

　
た
世
帯

補
助
上
限

　
夫
婦
い
ず
れ
か
高
い
方
の
年
齢

に
よ
り
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。

29
歳
以
下
・
・
・
60
万
円

39
歳
以
下
・
・
・
30
万
円

補
助
要
件

　
県
な
ど
が
実
施
す
る
「
結
婚
、

妊
娠
、
子
育
て
に
温
か
い
社
会
づ

く
り
・
機
運
の
醸
成
に
資
す
る
取

り
組
み
（
家
事
育
児
参
画
促
進
講

座
な
ど
）
」
へ
の
参
加
な
ど

申
請
開
始
日

　
６
月
15
日
㈫
（
予
算
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）

　
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
左
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
台
風
な
ど
に
よ
り
、
全

国
各
地
で
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害

が
発
生
し
、
人
的
被
害
や
住
家
被

害
な
ど
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い

ま
す
。
市
内
で
も
、
同
様
の
被
害

の
ほ
か
長
期
間
の
停
電
な
ど
が
多

発
し
て
お
り
、
風
水
害
対
策
が
急

務
で
す
。

　
今
年
３
月
末
ま
で
多
く
の
方
に

寄
付
を
い
た
だ
い
た
「
地
震
・
津

波
対
策
寄
付
金
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
地
震
と
津
波
の
対
策
に
風
水
害

の
事
前
対
策
を
加
え
た
「
風
水

害
・
地
震
・
津
波
対
策
寄
付
金
」

へ
移
行
し
ま
す
。

 

少
し
の
善
意
の
積
み
重
ね
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
標
額

　
３
億
円

募
集
期
間

　
令
和
３
年
４
月
〜
令
和
10
年
３

月
の
７
年
間

使
途

　
風
水
害
・
地
震
・
津
波
対
策
施

設
の
整
備
な
ど

※

寄
付
の
際
、
使
途
を
指
定
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

基
金

　
現
在
の
「
地
震
・
津
波
対
策
整

備
基
金
」
は
「
風
水
害
・
地
震
・

津
波
対
策
整
備
基
金
」
へ
移
行

申
込
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
１

階
危
機
管
理
課
、
大
東
・
大
須
賀

支
所
に
備
え
て
あ
る
寄
付
申
込
書

に
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
、
窓
口
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
左
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コアクション21取得を支援
みんなで進めようSDGsの取り組みエ

分の健康は自分で守ろう
毎年欠かさず特定健診自

問 環境政策課
 （☎21-1218）

問 健康医療課
 （☎62-6151）

　
近
年
、
国
内
版
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」

を
ご
存
知
で
す
か
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
制
度
よ
り
も
要
求

項
目
が
少
な
く
取
り
組
み
が
容
易

な
ほ
か
、
認
証
取
得
費
用
が
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
約
10
分
の
１
程
度
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取
り
組

み
を
進
め
る
中
小
事
業
者
な
ど
か

ら
人
気
の
認
証
で
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
中
小
事
業
者

向
け
に
環
境
省
が
策
定
。

取
り
組
む
内
容

・
二
酸
化
炭
素
、
廃
棄
物
の
排

出
量
と
総
排
水
量
の
把
握

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
削 

減
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
節
水
に

向
け
た
行
動

期
待
さ
れ
る
効
果

・
光
熱
水
費
な
ど
の
経
費
削

減
、
生
産
性
の
向
上
、
経
営

の
合
理
化

・
取
引
先
や
一
般
消
費
者
、
近 

隣
住
民
な
ど
か
ら
の
信
頼
向
上

　
み
な
さ
ん
は
毎
年
特
定
健
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
。
定
期
的
な
健

診
は
疾
患
や
異
常
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。
気
が
付
い
た
と
き

に
は
症
状
が
進
行
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
毎
年

欠
か
さ
ず
受
診
し
て
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

検
査
内
容

　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
内
科
診
察
、

血
液
検
査
（
脂
質
、
血
糖
、
肝
機

能
、
腎
機
能
、
貧
血
）

対
象
者

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
〜
74

歳
の
方
（
令
和
４
年
３
月
31
日
時

点
）

※

定
期
的
に
受
診
中
の
方
も
対
象

受
診
時
期

　
受
診
票
が
届
い
た
日
か
ら
10
月

ま
で

実
施
機
関

　
受
診
票
同
封
の
「
医
療
機
関
一

覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

　
1
２
０
０
円

※

令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で

40
、
50
、
60
、
70
歳
の
方
は
無
料

受
診
票
発
送
時
期

　
５
月
下
旬
〜
６
月
に
、
随
時
発

送
（
75
歳
以
上
の
方
や
65
歳
以
上

で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
後

期
高
齢
者
健
診
の
受
診
票
は
７
月

こ
ろ
発
送
）

※

感
染
予
防
対
策
の
上
、
健
診
を

　
行
っ
て
い
ま
す
。   

※

勤
務
先
な
ど
で
受
け
た
健
康
診

　
断
の
結
果
の
コ
ピ
ー
を
健
康
医

　
療
課
へ
提
出
す
る
と
、
特
定
健

　
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま

　
す
。

【
風
水
害
対
策
へ
の
活
用
例
】

・
調
整
池
機
能
を
持
っ
た
公
園
の

　整
備

・
市
内
河
川
へ
の
水
位
計
の
追
加

　設
置

・
各
家
庭
へ
の
土
の
う
袋
の
購
入

　補
助

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
新
規
作
成市ホームページ市ホームページ

市ホームページ市ホームページ 市ホームページ市ホームページ
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令和3年度がん検診などの申し込みは7月31日（土）まで
　　健康医療課（☎23-8111） 

令和3年度各種検診の申し込みを受け付けています。
各検診の対象年齢（令和3年4月1日現在）をご確認の上、お申し込みいただき
後日郵送する受診票が届いてから受診してください。
対象：市内に住民登録があり、勤務先や人間ドックなどで検診を受ける機会のない方
　　　※気になる症状がある場合は、検診ではなく、必ず医療機関を受診してください。

※
感
染
症
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■自主防災会との協働事業
　地域の防災力を高めるため、自主防災会と協働で耐震化の進まない世帯への戸別訪問や、地震対策
についての研修会などを計画しています。今年度も、一緒に事業を行う自主防災会を募集しますの
で、都市政策課へお気軽にご相談ください。

　建築士や市職員と一緒に区内の住宅を
一軒一軒回りました。高齢者世帯には金
銭的負担が大きく、耐震化を諦めている
世帯も多くあります。戸別訪問を通して補
助金の活用や、金銭的負担の少ない方法
での対策を広めることができました。

前中新井区長
中井功さん

　高齢化が進んで空き家が増えてきた
中、大きな地震に備えて地域として耐震
化を進めることが区民の安心につながる
と考え、市と協力して戸別訪問を行いまし
た。今後も継続して声かけを行い、地域内
の耐震化を進めていきたいと思います。

西町区長
土屋正男さん

7～11月 
・掛川医療センター
・大東支所
・大須賀支所
8～11月
・掛川医療センター
7～10月
・市内指定歯科医院

・75歳以上（令和3年4月１日現在）の方は検診料が無料です（大腸がん検診を除く）。
・生活保護世帯の方の検診料は無料ですが、別途申請書の提出が必要です。受診前にご連絡ください。

検診名 検査内容 対象（令和3年4月1日現在） 実施時期など自己負担金

40、45、50、55、60、65、70歳 

肝炎ウイルス
39～70歳の男女で
これまで一度も検査をしていない方

血液検査
（B・C型肝炎ウイルス
の感染を調べます）

500円

●以下の検診を希望する方は、申し込みが必要です。

1,000円骨粗しょう症 50、55、60歳の女性手首レントゲンに
よる骨密度測定

1,000円歯周疾患 歯周病など、口の中の
チェック 40、50、60、70歳の男女

無　　料

<申込方法>
　次の１～３のいずれかでお申し込みください｡   申込期限：7月31日（土）       
    １　徳育保健センター、大東支所または大須賀支所へ来所    
    ２　電話または市ホームページ「電子申請」から
   　　※右の二次元コードからも電子申請できます（通信料がかかります）。
    ３　希望する検診名(子宮頸がん、乳がん検診は検診会場も)、住所、氏名、性別、
　　　生年月日、電話番号をハガキに記入して郵送（〒436-0068  御所原9-28  健康医療課宛）
　　　※検診会場および日時は、申し込みをされた方に別途ご案内します。

二次元コード

5～10月
・開業医
・中東遠総合医療センター 
10～１２月
・検診車 

100円　

乳がん

検診名 検査内容 自己負担金 実施時期など対象（令和3年4月1日現在）

●令和3年度に市の検診を受ける方は申し込みが必要です。ただし①②の方は不要。
①令和２年度(乳がん検診は令和元年度)に受けた方（受けた検診の受診票が届きます）
②令和元年度または令和２年度に、大腸がん検診を受けた方（検査容器が届きます）

胃部エックス線検査（バリウム検査）
胸部エックス線検査 6～11月 

血液検査

※申込時に検診会場を開業医・中東遠総合医療センターまたは検診車から選択

※申込時に検診会場を中東遠総合医療センターまたは検診車から選択

※65歳以上の方の結核健診は、法律で受診が定められています。

5月～令和4年1月
・中東遠総合医療センター
10～１２月
・検診車 

大腸がん
（令和3年～
　要申し込み）

便潜血検査
（2日分の便を採って提出） 450円40歳以上の男女

1,300円
40歳の女性
（無料クーポン券6月送付）

41歳以上の女性（2年に1回）

子宮頸がん
内診･細胞診

マンモグラフィ 無　　料

無　　料

7～11月
1,100円
1,000円
1,200円

肺がん・結核
胃がん
前立腺がん

40歳以上の男女
39歳以上の男女
50歳以上の男性
21歳以上の女性
20歳の女性
（無料クーポン券6月送付）

検査容器が郵送で届きますので、次の提
出先へ自己負担金と合わせて提出くださ
い｡
①掛川医療センター
6月14日（月）～12月20日（月）（日・祝・8月
11日（水）～14日（土）を除く）の期間に提出。
②各種検診会場（検診受付時間内のみ）
肺・胃・前立腺・肝炎いずれかの検診会場
で提出。

■住宅の耐震化事業補助金　　　　都市政策課(☎21-1152）
木造住宅や危険なブロック塀の耐震化に活用ください。

事業名 世帯種別など 補助額上限 補助内容

①耐震診断

②耐震補強工事
　（補強計画一体型）

③除却・建て替え工事

④ブロック塀改善工事

木造住宅 耐震診断補強相談士による耐震診断
木造以外の住宅 建築士による耐震診断
一般
60歳以上の方がいる世帯
65歳以上の方のみの世帯など

耐震補強工事に必要な計画（設計、見積も
り）の作成と工事（評点の上昇や家具の固
定などで15万円を上限に上乗せ）

一般（除却のみ）
高齢者など（除却のみ）

耐震診断による評点が1.0未満の住宅の除
却

居住誘導区域内
（除却+建て替え）

耐震診断による評点が1.0未満の住宅の建
て替え

撤去（一般道路）
危険ブロック塀
の撤去や改善撤去（通学路など）

改善（通学路など）
※①～③は昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅が対象です。

なし
13万6千円
100万円
110万円
120万円
30万円
40万円

60万円

20万円
26万6千円
33万3千円

■命を守る事業補助金　　　　危機管理課(☎21-1131）
住宅の耐震化が困難な場合、命を守る各種対策に活用ください。

事業名 世帯種別など 補助額上限 補助要件
一般

※②、④は昭和56年5月31日以前に建築された耐震診断の評点が1.0未満の木造住宅が対象です。

①家具の転倒防止

②防災ベッド設置
③防災ベッドフレーム設置

④耐震シェルター設置

5か所まで、事業費の1/2
高齢者など 5か所まで

重度障がい者が居住する世帯
一般
高齢者など

1万円
なし
20万円
30万円
20万円
25万円

市では東海地震での建物倒壊による死者ゼロを目指し
て、住宅の耐震化を推進しています。近年は感染症対策も
踏まえ、避難所へ避難せず自宅で避難生活をする「在宅避
難」が推奨されています。住宅の耐震化はますます重要に
なり、地域でも喫緊の課題となっています。
みなさんも下記の事業などを活用して、地域ぐるみで地
震に備えましょう。　　　　　 都市政策課 (☎21-1152)

地域と
進める
耐震化

地域と
進める
耐震化

大腸がんの申し込みが
変わります。

②、③ ④

戸別訪問を行った区長の声

けい
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令和3年度がん検診などの申し込みは7月31日（土）まで
　　健康医療課（☎23-8111） 

令和3年度各種検診の申し込みを受け付けています。
各検診の対象年齢（令和3年4月1日現在）をご確認の上、お申し込みいただき
後日郵送する受診票が届いてから受診してください。
対象：市内に住民登録があり、勤務先や人間ドックなどで検診を受ける機会のない方
　　　※気になる症状がある場合は、検診ではなく、必ず医療機関を受診してください。

※
感
染
症
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■自主防災会との協働事業
　地域の防災力を高めるため、自主防災会と協働で耐震化の進まない世帯への戸別訪問や、地震対策
についての研修会などを計画しています。今年度も、一緒に事業を行う自主防災会を募集しますの
で、都市政策課へお気軽にご相談ください。

　建築士や市職員と一緒に区内の住宅を
一軒一軒回りました。高齢者世帯には金
銭的負担が大きく、耐震化を諦めている
世帯も多くあります。戸別訪問を通して補
助金の活用や、金銭的負担の少ない方法
での対策を広めることができました。

前中新井区長
中井功さん

　高齢化が進んで空き家が増えてきた
中、大きな地震に備えて地域として耐震
化を進めることが区民の安心につながる
と考え、市と協力して戸別訪問を行いまし
た。今後も継続して声かけを行い、地域内
の耐震化を進めていきたいと思います。

西町区長
土屋正男さん

7～11月 
・掛川医療センター
・大東支所
・大須賀支所
8～11月
・掛川医療センター
7～10月
・市内指定歯科医院

・75歳以上（令和3年4月１日現在）の方は検診料が無料です（大腸がん検診を除く）。
・生活保護世帯の方の検診料は無料ですが、別途申請書の提出が必要です。受診前にご連絡ください。

検診名 検査内容 対象（令和3年4月1日現在） 実施時期など自己負担金

40、45、50、55、60、65、70歳 

肝炎ウイルス
39～70歳の男女で
これまで一度も検査をしていない方

血液検査
（B・C型肝炎ウイルス
の感染を調べます）

500円

●以下の検診を希望する方は、申し込みが必要です。

1,000円骨粗しょう症 50、55、60歳の女性手首レントゲンに
よる骨密度測定

1,000円歯周疾患 歯周病など、口の中の
チェック 40、50、60、70歳の男女

無　　料

<申込方法>
　次の１～３のいずれかでお申し込みください｡   申込期限：7月31日（土）       
    １　徳育保健センター、大東支所または大須賀支所へ来所    
    ２　電話または市ホームページ「電子申請」から
   　　※右の二次元コードからも電子申請できます（通信料がかかります）。
    ３　希望する検診名(子宮頸がん、乳がん検診は検診会場も)、住所、氏名、性別、
　　　生年月日、電話番号をハガキに記入して郵送（〒436-0068  御所原9-28  健康医療課宛）
　　　※検診会場および日時は、申し込みをされた方に別途ご案内します。

二次元コード

5～10月
・開業医
・中東遠総合医療センター 
10～１２月
・検診車 

100円　

乳がん

検診名 検査内容 自己負担金 実施時期など対象（令和3年4月1日現在）

●令和3年度に市の検診を受ける方は申し込みが必要です。ただし①②の方は不要。
①令和２年度(乳がん検診は令和元年度)に受けた方（受けた検診の受診票が届きます）
②令和元年度または令和２年度に、大腸がん検診を受けた方（検査容器が届きます）

胃部エックス線検査（バリウム検査）
胸部エックス線検査 6～11月 

血液検査

※申込時に検診会場を開業医・中東遠総合医療センターまたは検診車から選択

※申込時に検診会場を中東遠総合医療センターまたは検診車から選択

※65歳以上の方の結核健診は、法律で受診が定められています。

5月～令和4年1月
・中東遠総合医療センター
10～１２月
・検診車 

大腸がん
（令和3年～
　要申し込み）

便潜血検査
（2日分の便を採って提出） 450円40歳以上の男女

1,300円
40歳の女性
（無料クーポン券6月送付）

41歳以上の女性（2年に1回）

子宮頸がん
内診･細胞診

マンモグラフィ 無　　料

無　　料

7～11月
1,100円
1,000円
1,200円

肺がん・結核
胃がん
前立腺がん

40歳以上の男女
39歳以上の男女
50歳以上の男性
21歳以上の女性
20歳の女性
（無料クーポン券6月送付）

検査容器が郵送で届きますので、次の提
出先へ自己負担金と合わせて提出くださ
い｡
①掛川医療センター
6月14日（月）～12月20日（月）（日・祝・8月
11日（水）～14日（土）を除く）の期間に提出。
②各種検診会場（検診受付時間内のみ）
肺・胃・前立腺・肝炎いずれかの検診会場
で提出。

■住宅の耐震化事業補助金　　　　都市政策課(☎21-1152）
木造住宅や危険なブロック塀の耐震化に活用ください。

事業名 世帯種別など 補助額上限 補助内容

①耐震診断

②耐震補強工事
　（補強計画一体型）

③除却・建て替え工事

④ブロック塀改善工事

木造住宅 耐震診断補強相談士による耐震診断
木造以外の住宅 建築士による耐震診断
一般
60歳以上の方がいる世帯
65歳以上の方のみの世帯など

耐震補強工事に必要な計画（設計、見積も
り）の作成と工事（評点の上昇や家具の固
定などで15万円を上限に上乗せ）

一般（除却のみ）
高齢者など（除却のみ）

耐震診断による評点が1.0未満の住宅の除
却

居住誘導区域内
（除却+建て替え）

耐震診断による評点が1.0未満の住宅の建
て替え

撤去（一般道路）
危険ブロック塀
の撤去や改善撤去（通学路など）

改善（通学路など）
※①～③は昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅が対象です。

なし
13万6千円
100万円
110万円
120万円
30万円
40万円

60万円

20万円
26万6千円
33万3千円

■命を守る事業補助金　　　　危機管理課(☎21-1131）
住宅の耐震化が困難な場合、命を守る各種対策に活用ください。

事業名 世帯種別など 補助額上限 補助要件
一般

※②、④は昭和56年5月31日以前に建築された耐震診断の評点が1.0未満の木造住宅が対象です。

①家具の転倒防止

②防災ベッド設置
③防災ベッドフレーム設置

④耐震シェルター設置

5か所まで、事業費の1/2
高齢者など 5か所まで

重度障がい者が居住する世帯
一般
高齢者など

1万円
なし
20万円
30万円
20万円
25万円

市では東海地震での建物倒壊による死者ゼロを目指し
て、住宅の耐震化を推進しています。近年は感染症対策も
踏まえ、避難所へ避難せず自宅で避難生活をする「在宅避
難」が推奨されています。住宅の耐震化はますます重要に
なり、地域でも喫緊の課題となっています。
みなさんも下記の事業などを活用して、地域ぐるみで地
震に備えましょう。　　　　　 都市政策課 (☎21-1152)

地域と
進める
耐震化

地域と
進める
耐震化

大腸がんの申し込みが
変わります。

②、③ ④

戸別訪問を行った区長の声

けい
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

小学生と保護
者10組
1組4,000円/年
(別途保険料)

色々な人と楽しく交流しながら、農業の大
切さを学びます。
　5/20（木）までに電話またはFAX（申込順)

ユニバーサル農業体験教室
　エコロジーライフ研究会・
石山（☎・FAX22-7465）

5/18（火）9：00～
生涯学習センター（御所原）

おおむね45歳
以上
24,000円
（12回分）

60分のグループレッスン。アンサンブルを
含むピアノレッスン。
　5/10（月）までに電話

6/5（土）13：30～15：00
文化会館シオーネ（大坂）

一般の方
100人
500円

①6/1（火）
②6/16（水）
③7/6（火）
④7/19（月）
⑤8/2（月）
⑥8/16（月）
13：30～15：00
市役所4階会議室

おおむね65
歳以上の市内
在住の方
30人
※全ての講座
を受講できな
い方も参加可
能です。
参加無料

かけがわ健活プログラム
　　長寿推進課
（☎21-1142）

コロナ禍だからこそ、健康づくりにチャレンジしま
しょう！リハビリ専門職などの講師が分かりやすく解
説します。（全6回、90分/回）
①フレイル予防って何?
②90分でわかる自分の体力
③運動の「前と後」～運動のススメ～
④今日から使える！栄養テクニック
⑤健康は健口から～飲み込み力を知りましょう～
⑥聞いてわかった！認知機能アップ
※オンデマンド配信実施予定。
　電話またはメール（氏名、住所、生年月日、電話番号を明記）
（choju@city.kakegawa.shizuoka.jp）（申込順）
最新の診断方法や治療方法など、大腸がん治療の
最前線を東京女子医科大学消化器・一般外科教授
の板橋道朗さんがお話しします。4/24（土）～大腸
がんのパネル展示を吉岡彌生記念館で行っていま
す。
　電話またはFAX（講座名、氏名、住所、電話番号を
明記）（申込順）

公開講座
「大腸がん治療の最前線」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

6/6・27、7/18、8/22、
9/19、10/3・24、11/7
の日曜日 9：30～11：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

小学4年生～
大人まで
6人
参加無料

アコースティックギターの音で楽しむ！遊ぶ！戯れる！
ギターの持ち方から学べる初心者向け講座です。全
8回で公民館職員が指導します。
持ち物　ギター、筆記用具、飲み物※ギターをお持
ちでない方は、ご相談ください
　5/7（金）～電話または来館（申込順・月曜休館）

一緒に弾こう！
楽しいギター
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

①6/12（土）
②6/27（日）
各日9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方
3人
相談無料

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。オンラインでの相談にも応じます。（メール
アドレス、インターネット環境が必要です）
　電話（申込順）

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

6/13（日）
10：00～12：00（字幕）
14：00～16：00（字幕）
大須賀中央公民館（西
大渕）

市内在住の方
各回100人
入場無料

世界23か国で翻訳されたベストセラー小説の映画
化。“電気を起こす風車”でアフリカの最貧国マラウ
イを救った14歳の少年の奇跡の実話です。
　5/7（金）～電話または来館（申込順・月曜休館）

映画上映会
「風をつかまえた少年」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

6/25（金）13：30～15：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

一般の方
20人
受講無料

金融広報アドバイザーが分かりやすく解説します。
持ち物　筆記用具、飲み物
　6/18（金）までに電話または来館（申込順・月曜休
館）

金融講座　第1回
最近の悪徳商法・詐欺
の手口と賢い対処法
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

6/26（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

一般の方
70人
300円

発達障がいまたはその疑いと診断されたお子さん
の特徴とその対応・取り組みや、まだあまり知られて
いない学習障がいなどについて、葵町こどもクリ
ニック（浜松市）院長の杉江陽子さんがお話ししま
す。
　電話またはFAX（セミナー名、氏名、住所、電話番
号を明記）（申込順）

健康セミナー
「発達障がい：その特徴
と支援へのヒント」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

6/26（土）、12/4（土）
13：30～15：00
千浜農村環境改善セン
ター（千浜）

一般
20人
5,400円/2回分
(参加料・材料費)

寄せ植え教室 （全2回）
　　千浜農村環境改善
センター
（☎72-5028・FAX63-3057）

ひとつの鉢で季節の花が長く楽しめます。初心者で
も気軽にできます。
　5/30（日）までに電話、FAX（氏名、住所、年齢、
電話番号を明記）（申込順・月曜休館）

①7/28（水）・29（木）
②R4/1/19（水)・20（木)
9：20～16：00
市消防本部3階大会議室
（掛川）

市内で防火管
理者に選任予
定の方
各60人
3,750円
(テキスト代)

甲種防火管理新規講習
　　消防本部予防課
（☎21-6104）

令和3年度の防火管理者新規資格取得講習会です。
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　①6/14（月）～7/2（金）、②11/24（水）～12/10
（金）に所定の申込用紙、顔写真1枚（縦3㌢×横2.4
㌢）、印鑑および受講料振り込みの確認ができる物
を持って直接申込（申込用紙と受講料振り込み用紙
は事前に予防課で取得） 

市民のみなさんが掛川市の今をど
のように感じているか、また、市の施
策をどのように考えているか、選択式
のアンケートでお聞きします。回答に
協力をお願いします。
対象　市内在住の18歳以上の方から
　無作為抽出した2,500人
実施期間　4月下旬～5月中旬
回答方法　4月下旬から調査票を郵送。
アンケート記入後、同封の封筒で返
送してください。

※統計的処理を行うもので個人が特 
定されることはありません。

市内18歳以上2,500人が対象
市民意識調査にご協力を
　 企画政策課（☎21-1127）

今年度の掛川市の施政方針や地域
の活動・取り組み方針を、市民と行政
が情報共有し合う集会です。長年、地
域の役員を務められた方の功績も紹
介します。なお、新型コロナウイルス
感染症対策のため、参加者を限定し
て開催します。
後日、集会の様子を配信する予定で

す。
とき　5月29日（土）午前9時30分～
ところ　生涯学習センター（御所原）
※集会の様子の録画配信は、市ホー
ムページ「中央集会」のページ内に
ある「関連リンク」から視聴するこ
とができます。（6月1日（火）から配
信開始）

協働によるまちづくり
中央集会を開催

　 生涯学習協働推進課（☎21-1129）

令和2年に設備投資（令和3年度固
定資産税新規課税分）した企業を対
象に、補助金の交付申請を受け付け
ます。
内容　固定資産税と都市計画税に対
して一定の割合を3年間補助（納税 
後、年度内に補助金を支払います）
対象業種　製造業、物流業など
交付条件　次の全てを満たす企業
　設備投資に伴い市内在住の雇用者
を1人以上増員している、 当該の設
備が稼働している、設備投資額3億
円以上（中小企業は5千万円以上）
である　など
申請期間　6月1日（火）～8月31日（火）
※必ず事前にご相談ください
※補助率や対象資産などを一部変更
しました｡詳細は市ホー
ムページをご覧くださ
い。

市産業立地奨励事業費
補助金申請を受け付け

　 　産業労働政策課（☎21-1125）

市内の土砂災害危険箇所は、1,400
か所以上。災害から命を守る行動を確
認するため、「家庭の避難計画」を基
に積極的に参加しましょう。
とき　6月13日（日）午前8時～
対象　市内全域の「土砂災害危険区 
域」内の住民および自主防災会

土砂災害避難訓練を実施
　危機管理課（☎21-1131）

低所得のひとり親を支援するため、
給付金を支給します。
対象者　
　①4月分の児童扶養手当が支給さ
　れる方（申請不要）

　②公的年金を受給しており、4月分
　の児童扶養手当の支給が全額停
　止される方（要申請）

　③新型コロナウイルス感染症の影
　響を受けて家計が急変するなど、
　収入が児童扶養手当を受給して
　いる方と同じ水準となっている方
　（要申請）
給付額　児童1人あたり5万円
　対象者①の方は、5月11日（火）に
振り込み予定です。対象者②、③の
方の申請については、詳細が決まり
次第お知らせします。 

ひとり親子育て世帯への
生活支援特別給付金を支給
　　 こども希望課（☎21-1144）

生涯学習ピアノスクール
生徒募集（29期生）
　落合（☎090-1093-6119)

地方への移住や、テレワークなどの
新しい生活様式に対応するため、既存
住宅の改修に必要な経費を支援しま
す。詳しい補助内容などはお問い合わ
せください。
補助対象　①テレワークスペースを 
確保するための改修経費（必須）② 
新しい生活様式に対応した設備・ 
仕様など（宅配ボックスなど）への 
改修経費
申請者　リフォーム工事を実施する
居住者または居住予定者※個人に
限る。
補助内容　補助対象工事費の1/2以
内（上限35万円）
受付期間　6月10日（木）～9月30日
（木）

新しい生活様式に対応した
改修を支援します

　   県建築住宅局住まいづくり課
（☎054-221-3084）

5月～令和4年1月（全12回）
説明会5/16（日）9：00～11：00
生涯学習センター（御所原）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
や
お
知
ら
せ
・
募
集
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時間 内容
午前8時30分　
午前9時　
午前9時45分 

高齢者など避難開始
避難指示の発令
避難指示解除・訓練終了

※市内全域へ同報無線で情報を発信
します。
土砂災害防止講座など

の動画を公開しています。
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

小学生と保護
者10組
1組4,000円/年
(別途保険料)

色々な人と楽しく交流しながら、農業の大
切さを学びます。
　5/20（木）までに電話またはFAX（申込順)

ユニバーサル農業体験教室
　エコロジーライフ研究会・
石山（☎・FAX22-7465）

5/18（火）9：00～
生涯学習センター（御所原）

おおむね45歳
以上
24,000円
（12回分）

60分のグループレッスン。アンサンブルを
含むピアノレッスン。
　5/10（月）までに電話

6/5（土）13：30～15：00
文化会館シオーネ（大坂）

一般の方
100人
500円

①6/1（火）
②6/16（水）
③7/6（火）
④7/19（月）
⑤8/2（月）
⑥8/16（月）
13：30～15：00
市役所4階会議室

おおむね65
歳以上の市内
在住の方
30人
※全ての講座
を受講できな
い方も参加可
能です。
参加無料

かけがわ健活プログラム
　　長寿推進課
（☎21-1142）

コロナ禍だからこそ、健康づくりにチャレンジしま
しょう！リハビリ専門職などの講師が分かりやすく解
説します。（全6回、90分/回）
①フレイル予防って何?
②90分でわかる自分の体力
③運動の「前と後」～運動のススメ～
④今日から使える！栄養テクニック
⑤健康は健口から～飲み込み力を知りましょう～
⑥聞いてわかった！認知機能アップ
※オンデマンド配信実施予定。
　電話またはメール（氏名、住所、生年月日、電話番号を明記）
（choju@city.kakegawa.shizuoka.jp）（申込順）
最新の診断方法や治療方法など、大腸がん治療の
最前線を東京女子医科大学消化器・一般外科教授
の板橋道朗さんがお話しします。4/24（土）～大腸
がんのパネル展示を吉岡彌生記念館で行っていま
す。
　電話またはFAX（講座名、氏名、住所、電話番号を
明記）（申込順）

公開講座
「大腸がん治療の最前線」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

6/6・27、7/18、8/22、
9/19、10/3・24、11/7
の日曜日 9：30～11：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

小学4年生～
大人まで
6人
参加無料

アコースティックギターの音で楽しむ！遊ぶ！戯れる！
ギターの持ち方から学べる初心者向け講座です。全
8回で公民館職員が指導します。
持ち物　ギター、筆記用具、飲み物※ギターをお持
ちでない方は、ご相談ください
　5/7（金）～電話または来館（申込順・月曜休館）

一緒に弾こう！
楽しいギター
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

①6/12（土）
②6/27（日）
各日9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方
3人
相談無料

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。オンラインでの相談にも応じます。（メール
アドレス、インターネット環境が必要です）
　電話（申込順）

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

6/13（日）
10：00～12：00（字幕）
14：00～16：00（字幕）
大須賀中央公民館（西
大渕）

市内在住の方
各回100人
入場無料

世界23か国で翻訳されたベストセラー小説の映画
化。“電気を起こす風車”でアフリカの最貧国マラウ
イを救った14歳の少年の奇跡の実話です。
　5/7（金）～電話または来館（申込順・月曜休館）

映画上映会
「風をつかまえた少年」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

6/25（金）13：30～15：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

一般の方
20人
受講無料

金融広報アドバイザーが分かりやすく解説します。
持ち物　筆記用具、飲み物
　6/18（金）までに電話または来館（申込順・月曜休
館）

金融講座　第1回
最近の悪徳商法・詐欺
の手口と賢い対処法
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

6/26（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

一般の方
70人
300円

発達障がいまたはその疑いと診断されたお子さん
の特徴とその対応・取り組みや、まだあまり知られて
いない学習障がいなどについて、葵町こどもクリ
ニック（浜松市）院長の杉江陽子さんがお話ししま
す。
　電話またはFAX（セミナー名、氏名、住所、電話番
号を明記）（申込順）

健康セミナー
「発達障がい：その特徴
と支援へのヒント」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

6/26（土）、12/4（土）
13：30～15：00
千浜農村環境改善セン
ター（千浜）

一般
20人
5,400円/2回分
(参加料・材料費)

寄せ植え教室 （全2回）
　　千浜農村環境改善
センター
（☎72-5028・FAX63-3057）

ひとつの鉢で季節の花が長く楽しめます。初心者で
も気軽にできます。
　5/30（日）までに電話、FAX（氏名、住所、年齢、
電話番号を明記）（申込順・月曜休館）

①7/28（水）・29（木）
②R4/1/19（水)・20（木)
9：20～16：00
市消防本部3階大会議室
（掛川）

市内で防火管
理者に選任予
定の方
各60人
3,750円
(テキスト代)

甲種防火管理新規講習
　　消防本部予防課
（☎21-6104）

令和3年度の防火管理者新規資格取得講習会です。
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　①6/14（月）～7/2（金）、②11/24（水）～12/10
（金）に所定の申込用紙、顔写真1枚（縦3㌢×横2.4
㌢）、印鑑および受講料振り込みの確認ができる物
を持って直接申込（申込用紙と受講料振り込み用紙
は事前に予防課で取得） 

市民のみなさんが掛川市の今をど
のように感じているか、また、市の施
策をどのように考えているか、選択式
のアンケートでお聞きします。回答に
協力をお願いします。
対象　市内在住の18歳以上の方から
　無作為抽出した2,500人
実施期間　4月下旬～5月中旬
回答方法　4月下旬から調査票を郵送。
アンケート記入後、同封の封筒で返
送してください。

※統計的処理を行うもので個人が特 
定されることはありません。

市内18歳以上2,500人が対象
市民意識調査にご協力を
　 企画政策課（☎21-1127）

今年度の掛川市の施政方針や地域
の活動・取り組み方針を、市民と行政
が情報共有し合う集会です。長年、地
域の役員を務められた方の功績も紹
介します。なお、新型コロナウイルス
感染症対策のため、参加者を限定し
て開催します。
後日、集会の様子を配信する予定で

す。
とき　5月29日（土）午前9時30分～
ところ　生涯学習センター（御所原）
※集会の様子の録画配信は、市ホー
ムページ「中央集会」のページ内に
ある「関連リンク」から視聴するこ
とができます。（6月1日（火）から配
信開始）

協働によるまちづくり
中央集会を開催

　 生涯学習協働推進課（☎21-1129）

令和2年に設備投資（令和3年度固
定資産税新規課税分）した企業を対
象に、補助金の交付申請を受け付け
ます。
内容　固定資産税と都市計画税に対
して一定の割合を3年間補助（納税 
後、年度内に補助金を支払います）
対象業種　製造業、物流業など
交付条件　次の全てを満たす企業
　設備投資に伴い市内在住の雇用者
を1人以上増員している、 当該の設
備が稼働している、設備投資額3億
円以上（中小企業は5千万円以上）
である　など
申請期間　6月1日（火）～8月31日（火）
※必ず事前にご相談ください
※補助率や対象資産などを一部変更
しました｡詳細は市ホー
ムページをご覧くださ
い。

市産業立地奨励事業費
補助金申請を受け付け

　 　産業労働政策課（☎21-1125）

市内の土砂災害危険箇所は、1,400
か所以上。災害から命を守る行動を確
認するため、「家庭の避難計画」を基
に積極的に参加しましょう。
とき　6月13日（日）午前8時～
対象　市内全域の「土砂災害危険区 
域」内の住民および自主防災会

土砂災害避難訓練を実施
　危機管理課（☎21-1131）

低所得のひとり親を支援するため、
給付金を支給します。
対象者　
　①4月分の児童扶養手当が支給さ
　れる方（申請不要）

　②公的年金を受給しており、4月分
　の児童扶養手当の支給が全額停
　止される方（要申請）

　③新型コロナウイルス感染症の影
　響を受けて家計が急変するなど、
　収入が児童扶養手当を受給して
　いる方と同じ水準となっている方
　（要申請）
給付額　児童1人あたり5万円
　対象者①の方は、5月11日（火）に
振り込み予定です。対象者②、③の
方の申請については、詳細が決まり
次第お知らせします。 

ひとり親子育て世帯への
生活支援特別給付金を支給
　　 こども希望課（☎21-1144）

生涯学習ピアノスクール
生徒募集（29期生）
　落合（☎090-1093-6119)

地方への移住や、テレワークなどの
新しい生活様式に対応するため、既存
住宅の改修に必要な経費を支援しま
す。詳しい補助内容などはお問い合わ
せください。
補助対象　①テレワークスペースを 
確保するための改修経費（必須）② 
新しい生活様式に対応した設備・ 
仕様など（宅配ボックスなど）への 
改修経費
申請者　リフォーム工事を実施する
居住者または居住予定者※個人に
限る。
補助内容　補助対象工事費の1/2以
内（上限35万円）
受付期間　6月10日（木）～9月30日
（木）

新しい生活様式に対応した
改修を支援します

　   県建築住宅局住まいづくり課
（☎054-221-3084）

5月～令和4年1月（全12回）
説明会5/16（日）9：00～11：00
生涯学習センター（御所原）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
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・
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時間 内容
午前8時30分　
午前9時　
午前9時45分 

高齢者など避難開始
避難指示の発令
避難指示解除・訓練終了

※市内全域へ同報無線で情報を発信
します。
土砂災害防止講座など

の動画を公開しています。
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市民団体が自主的に企画・運営する
講座を募集します。
募集枠　1枠
応募資格　市内を主な活動地域にし 
ている団体で、政治または宗教活 
動、営利を目的としない団体など
対象　次の全てを満たす事業
　①男女共同参画社会の実現に向け  
　た内容

　②広く一般に公開されるもの
　③市と共催して参加者を募集
　④自主的に企画・準備・運営
　⑤令和4年1月31日（月）までに実
　施予定

　⑥他の補助金を申請していない
支援内容　講師料（上限3万円）やチ 
ラシ作成費用、企画・運営への助言
応募方法　応募用紙は市役所5階企 
画政策課、または市ホームページか
らダウンロードで入手。

　6月30日（水)(必着）までに郵送
（〒436-8650 長谷1-1-1）または
企画政策課に直接提出で応募

「男女共同参画推進企画講座」
企画・運営団体募集

　　 企画政策課（☎21-1127）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

家族や友人など大切な方を失うと、
生活だけでなく心や体にさまざまな
変化が表れることがあります。1人で
悩まず、ご相談ください。
とき　5月19日（水）午後1時～4時
ところ　西部健康福祉センター（磐田市)
費用　無料
※電話で申し込み

自死遺族面接相談「すみれ相談」
　　県精神保健福祉センター

（☎054-286-9245）

　　市役所、支所、市指定金融機関、
コンビニエンスストアで納付でき
ます。口座振替の方は口座残高を
ご確認ください。
※バーコード付き納付書の方は
PayPay、LINE Payでも納付
できます。

納期限は6月7日（月）
　納税課（☎21-1206）

固定資産税・都市計画税第1期
軽自動車税（種別割）全期

納期限情報
納税は口座振替が便利です

地下などの漏水を早期に発見し修
理するため、市内で「漏水調査」を実
施します。ご協力お願いします。調査
員は、市発行の身分証明書を携帯し、
腕章を着用しています。
※この調査に関して費用は発生しま
　せん。
実施期間　令和4年3月31日まで
市業務受託者　フジ地中情報（株）

（☎054-202-8900）
　調査には、道路内のほか止水栓や
水道メーター付近の宅地内に立ち入
らせていただきます。

市内「漏水調査」実施
令和4年3月31日まで

　水道課（☎21-1716）総務省・経済産業省は、6月1日現在
で経済センサス-活動調査を実施しま
す。この調査は、事業所・企業の従業
者数、事業内容、売上、費用などを調
査し、経済活動の実態を明らかにする
ことを目的としています。
期間　5月下旬～6月
対象　全ての事業所および企業
調査方法　調査票は統計調査員が訪 
問して配布、または直接郵送で届 
きます。インターネットまたは郵送
での回答にご協力ください。

経済センサス-活動調査実施
　企画政策課（☎21-1127）

子どもの健やかな成長、子どもや家
庭を取り巻く環境について国民全体
で考えるために、全国各地で行事や啓
発事業を行います。子どもたちが、夢
と希望を持って、未来の担い手とし
て、個性豊かに、たくましく育っていけ
るような環境・社会を作っていくため
にも、私たちができることを考えてみ
ませんか。

5月5日（水・祝）～11日（火）は
児童福祉週間

～あたたかい ことばがつなぐ こころのわ～
　 県健康福祉部こども未来課

（☎054-221-3546）

国土交通省では、菊川・牛淵川を見
て気付いたことや、河川の施設に異常
を見つけたときなど、情報を報告して
いただくモニターを募集します。詳し
くは電話またはホームページ（http：//
www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/
river/kasenaigo/）でご確認ください。
応募資格　下記付近にお住まいか、 
通勤などで接する機会が多い20歳 
以上の方。また菊川・牛淵川に関心
のある方

　①菊川：河口から17.6㌔付近
　②牛淵川：菊川と牛淵川の合流点か
　ら上流12.5㌔付近
募集人数　①2人、②1人
任期　7月1日（木）～1年間（予定）
申込締切　5月24日（月）

河川愛護モニター募集
　   浜松河川国道事務所
（☎053-466-0118）

実際に農業をやってみたい、作った
農産物を直売所などに出品してみた
い、でも、どうやって農地を確保した
らいいかわからない。そんな方に農地
を紹介しています。栽培や作物選定の
指導を受けながら、農業をやってみま
せんか。
紹介地域　原田、原谷、桜木、和田岡､
原泉、曽我地区
対象　市民
受付時間　午前9時～午後5時

農業をやってみませんか
　　農林課（☎21-1147）

　　かけがわ西の市（☎28-8263）

この期間は、用水路の水量が大幅
に増量します。大井川用水が流れる場
所では危険防止のため次のことにご
協力ください。
①水路の近くでは、子どもを絶対に 
遊ばせないでください。

②大井川用水は、稲作などの大切な 
農業用水路です。ごみや雑草など 
を捨てないでください。

5月6日（木）～8月31日（火）
大井川用水の夏期通水
　　農林課（☎21-1146）

大井川右岸土地改良区（☎35-2413）

https://e-jan.kake
gawa-net.jp/com
munity/?bbs_id=
153900

5月のけっトラ市については、
ホームページでご確認ください。

　 実行委員会（☎61-1151）

5月のけっトラ市については、
ホームページでご確認ください。

　 実行委員会（☎61-1151）

介護相談員は、介護施設などを訪
問し、サービス利用者の相談に応じた
り、本人に代わって事業者に伝えたり
して、疑問や不安を解消するための手
助けをします。（月2回程度・不定期）
応募資格　次の要件を全て満たす方
　①市内に住む成人で、高齢者介護
に理解と関心を持っている②介護
などの業務または福祉活動（ボラ 
ンティアなどを含む）の経験があ
り、3年程度従事できる③普通自動
車免許を持っている④パソコン操
作ができる（ワードでの文章入力程
度）⑤市の指定する介護相談員養
成研修を受講できる⑥現在、介護
保険サービスを提供する業務に携
わっていない
募集人数　2人
報酬　1回3,000円
応募方法　市販の履歴書に記入し、6月
21日（月）必着で郵送（〒436-8650 
長谷1-1-1）または市役所1階長寿
推進課に直接提出
選考方法　書類審査と面接 
結果発表　応募者全員に文書で通知

介護相談員募集
　　 長寿推進課（☎21-1196）
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カタログポケット
「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual  version  of  the  “Public  Information  Magazine  of  Kakegawa”  is  now  available  on  a  “Digital　Book”!
■A  versão  em  português  do  Informativo  de  Kakegawa  se  tornará  “Digital　Book”!
英

ポ

市公式Facebook市公式Facebook
広報担当が取
材した記事を
中心に更新

市防災メールマガジン市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式Twitter市公式Twitter
市のイベント
や防災情報な
どを発信

地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
　危機管理課（☎21-1131）

最終申出額
（令和3年3月31日まで）

 区分 件数 金額（円）
 個人 325 38,272,740
 法人 543 277,274,155
 団体 384 13,265,299
 合計 1,252  328,812,194
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）

シンワ設備（株） （☎24-3３22）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎４8-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管　　 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎090-5118-3125）
シンワ設備（株） （☎24-3３22）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎４8-2093）

 5/ 1 （土）
   2 （日）
   3 （月・祝）
  4 （火・祝）
    5 （水・祝）
  8 （土）
  9 （日）
  15 （土）
  16 （日）
  22 （土）
     23 （日）
  29 （土）
     30 （日）
 6/ 5 （土）
    6  （日）

 5/ 1 （土）
    2  （日）
      3 （月・祝）
  4 （火・祝）
    5 （水・祝）
  8 （土）
  　9 （日）
  15 （土）
  16 （日）
  22 （土）
     23 （日）
  29 （土）
     30 （日）
 6/ 5 （土）
   6 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 5/1～6/ 6

お子さんや子育てに関する悩みを
一緒に考えます。相談内容は秘密厳
守で、匿名での相談も受け付けます。
相談時間　午前9時～午後8時（土日 
は午前9時～午後5時。祝日、年末 
年始は休み）

電話相談「子ども・家庭110番」
☎053-458-4152
　こども希望課（☎21-1190）

大規模災害などの緊急情報を国か
ら市民へ直接瞬時に伝達するJアラー
トの、全国一斉訓練放送が行われま
す。市内全域に同報無線が流れます
のでご理解をお願いします。
とき　5月19日、10月6日、令和4年2
月16日の水曜日 

　各日午前11時ごろ
　6月17日（木）午前10時ごろは緊急
地震速報訓練放送となり、チャイム音
が鳴ります。

Jアラート（全国瞬時警報システム）
緊急地震速報一斉訓練放送実施

　 危機管理課（☎21-1131）
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市民団体が自主的に企画・運営する
講座を募集します。
募集枠　1枠
応募資格　市内を主な活動地域にし 
ている団体で、政治または宗教活 
動、営利を目的としない団体など
対象　次の全てを満たす事業
　①男女共同参画社会の実現に向け  
　た内容

　②広く一般に公開されるもの
　③市と共催して参加者を募集
　④自主的に企画・準備・運営
　⑤令和4年1月31日（月）までに実
　施予定

　⑥他の補助金を申請していない
支援内容　講師料（上限3万円）やチ 
ラシ作成費用、企画・運営への助言
応募方法　応募用紙は市役所5階企 
画政策課、または市ホームページか
らダウンロードで入手。

　6月30日（水)(必着）までに郵送
（〒436-8650 長谷1-1-1）または
企画政策課に直接提出で応募

「男女共同参画推進企画講座」
企画・運営団体募集

　　 企画政策課（☎21-1127）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

家族や友人など大切な方を失うと、
生活だけでなく心や体にさまざまな
変化が表れることがあります。1人で
悩まず、ご相談ください。
とき　5月19日（水）午後1時～4時
ところ　西部健康福祉センター（磐田市)
費用　無料
※電話で申し込み

自死遺族面接相談「すみれ相談」
　　県精神保健福祉センター

（☎054-286-9245）

　　市役所、支所、市指定金融機関、
コンビニエンスストアで納付でき
ます。口座振替の方は口座残高を
ご確認ください。
※バーコード付き納付書の方は
PayPay、LINE Payでも納付
できます。

納期限は6月7日（月）
　納税課（☎21-1206）

固定資産税・都市計画税第1期
軽自動車税（種別割）全期

納期限情報
納税は口座振替が便利です

地下などの漏水を早期に発見し修
理するため、市内で「漏水調査」を実
施します。ご協力お願いします。調査
員は、市発行の身分証明書を携帯し、
腕章を着用しています。
※この調査に関して費用は発生しま
　せん。
実施期間　令和4年3月31日まで
市業務受託者　フジ地中情報（株）

（☎054-202-8900）
　調査には、道路内のほか止水栓や
水道メーター付近の宅地内に立ち入
らせていただきます。

市内「漏水調査」実施
令和4年3月31日まで

　水道課（☎21-1716）総務省・経済産業省は、6月1日現在
で経済センサス-活動調査を実施しま
す。この調査は、事業所・企業の従業
者数、事業内容、売上、費用などを調
査し、経済活動の実態を明らかにする
ことを目的としています。
期間　5月下旬～6月
対象　全ての事業所および企業
調査方法　調査票は統計調査員が訪 
問して配布、または直接郵送で届 
きます。インターネットまたは郵送
での回答にご協力ください。

経済センサス-活動調査実施
　企画政策課（☎21-1127）

子どもの健やかな成長、子どもや家
庭を取り巻く環境について国民全体
で考えるために、全国各地で行事や啓
発事業を行います。子どもたちが、夢
と希望を持って、未来の担い手とし
て、個性豊かに、たくましく育っていけ
るような環境・社会を作っていくため
にも、私たちができることを考えてみ
ませんか。

5月5日（水・祝）～11日（火）は
児童福祉週間

～あたたかい ことばがつなぐ こころのわ～
　 県健康福祉部こども未来課

（☎054-221-3546）

国土交通省では、菊川・牛淵川を見
て気付いたことや、河川の施設に異常
を見つけたときなど、情報を報告して
いただくモニターを募集します。詳し
くは電話またはホームページ（http：//
www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/
river/kasenaigo/）でご確認ください。
応募資格　下記付近にお住まいか、 
通勤などで接する機会が多い20歳 
以上の方。また菊川・牛淵川に関心
のある方

　①菊川：河口から17.6㌔付近
　②牛淵川：菊川と牛淵川の合流点か
　ら上流12.5㌔付近
募集人数　①2人、②1人
任期　7月1日（木）～1年間（予定）
申込締切　5月24日（月）

河川愛護モニター募集
　   浜松河川国道事務所
（☎053-466-0118）

実際に農業をやってみたい、作った
農産物を直売所などに出品してみた
い、でも、どうやって農地を確保した
らいいかわからない。そんな方に農地
を紹介しています。栽培や作物選定の
指導を受けながら、農業をやってみま
せんか。
紹介地域　原田、原谷、桜木、和田岡､
原泉、曽我地区
対象　市民
受付時間　午前9時～午後5時

農業をやってみませんか
　　農林課（☎21-1147）

　　かけがわ西の市（☎28-8263）

この期間は、用水路の水量が大幅
に増量します。大井川用水が流れる場
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協力ください。
①水路の近くでは、子どもを絶対に 
遊ばせないでください。

②大井川用水は、稲作などの大切な 
農業用水路です。ごみや雑草など 
を捨てないでください。

5月6日（木）～8月31日（火）
大井川用水の夏期通水
　　農林課（☎21-1146）

大井川右岸土地改良区（☎35-2413）
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153900
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　 実行委員会（☎61-1151）
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　 実行委員会（☎61-1151）

介護相談員は、介護施設などを訪
問し、サービス利用者の相談に応じた
り、本人に代わって事業者に伝えたり
して、疑問や不安を解消するための手
助けをします。（月2回程度・不定期）
応募資格　次の要件を全て満たす方
　①市内に住む成人で、高齢者介護
に理解と関心を持っている②介護
などの業務または福祉活動（ボラ 
ンティアなどを含む）の経験があ
り、3年程度従事できる③普通自動
車免許を持っている④パソコン操
作ができる（ワードでの文章入力程
度）⑤市の指定する介護相談員養
成研修を受講できる⑥現在、介護
保険サービスを提供する業務に携
わっていない
募集人数　2人
報酬　1回3,000円
応募方法　市販の履歴書に記入し、6月
21日（月）必着で郵送（〒436-8650 
長谷1-1-1）または市役所1階長寿
推進課に直接提出
選考方法　書類審査と面接 
結果発表　応募者全員に文書で通知

介護相談員募集
　　 長寿推進課（☎21-1196）
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Jアラート（全国瞬時警報システム）
緊急地震速報一斉訓練放送実施

　 危機管理課（☎21-1131）
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対　象：乳幼児と保護者
中　央：6月 4日・ 11日(金) 午前10時30分～11時
大　東：6月 4日・ 11日(金) 午前10時30分～11時
大須賀：6月 18日・ 25日(金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。　

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

6月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示 市内32か所へ！  移動図書館

中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：6月18日(金）午前10時30分～11時

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

小学校、公民館などを巡回します。日
程は図書館へ問い合わせるか、図書館
ホームページをご覧ください。

6月

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

催

絵

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センター開館日午前9時～午後4時に、い
つでも身長や体重を測ることができます。

※転入された方へ　　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種
の手続きが済んでいない場合は、母子手帳を持って、徳育保健センターへお
越しください。

※健診・相談・予防接種説明会については、時間が変更となることがあります
ので、広報または個別の案内はがきをご参照ください。

小笠掛川急患診療所

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

静岡こども救急電話相談　＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別・杉谷南1-1-30）

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料5,500円(税込み)がかかります。

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

対　象：幼児から小学校低学年
中　央：6月 12日・ 26日(土） 午後 3時 ～ 3時30分
大　東：6月 5日・ 19日(土） 午前 10時 30分～11時
大須賀：6月 12日・ 26日(土） 午後 3時 ～ 3時30分

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

お薦めの1冊を
紹介しますBooKリレー○

『翔ぶ少女』
原田マハ/著

71

▲村松まさ代さん（清崎）

各医療機関の診療案内は令和2年7月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」（右二次元コード）で検索

のびる～むだより
｢発達障がい」みんなで理解と支援を広げよう!

この本は1995年に起きた阪
神大震災で親を亡くした三人
兄妹の話です。ニケという名の
長女の成長を中心に書かれて
います。つらい内容ですが、
ファンタジーの要素もあり、優
しさや勇気の力を改めて教え
られました。中高生にも読んで
ほしいと思います。

■中央図書館（☎24-5921）
午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
 6月の休館日：毎週月曜日、25日（金）

■大東図書館（☎72-1143）
午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
6月の休館日：毎週月曜日、25日（金）

■大須賀図書館（☎48-5269）
午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
6月の休館日：毎週月曜日、24日（木）

※ 祝日は午後5時まで

ある日、家に帰ると怪しい犬がいまし
た。実はその犬は忍者で、殿様を探し
ているというのですが…。
主人公の「ぼく」と忍者犬が繰り広げ
るおかしな物語。絵本に登場する折り
紙の手裏剣を作りたくなってきます。

うさぎのモニカとノエルはケーキ屋
さん。本日のスペシャルは「森の木の
実のパウンドケーキ」です。お店は今
日もお客さんでいっぱい。おや?くま
のおじいさんのダニエルさんが来て
いません。どうしたのかな?

翻訳できない
世界のことば

ひと言では訳せない、世界のすてきな
「単語」を集めた本です。イタリアには
「涙ぐむような物語にふれたとき、感
動して胸が熱くなる」様子をひと言で
表現することばがあるようです。

  

徳育

徳育

徳育

大東
徳育

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 10 木 令和 2年 11月 1日 ～10日 出生児
 16 水 令和 2年 11月 11日 ～20日 出生児
 22 火 令和 2年 11月 21日 ～30日 出生児
 8 火 令和 元年 11月 1日 ～10日 出生児
 11 金 令和 元年 11月 11日 ～20日 出生児
 14 月 令和 元年 11月 21日 ～30日 出生児
 16 水 平成 31年 3月 1日 ～15日 出生児

 22 火 平成 31年 3月 16日 ～31日 出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：00～9：15
徳育 4 金 令和 3年 4月 出生児

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

 9 水
 30 水
 3 木

生後4～8か月児の親（予約制）

離乳食の後期～完了期でお困りの方（予約制）

徳育
 2 水

 30 水
出産を控えた夫婦（予約制）

エラ・フランシス・
サンダース/著　
（創元社）

うさぎのモニカの
ケーキ屋さん

小手鞠るい/作
たかすかずみ/絵
（講談社）

にんじゃいぬタロー

渡辺陽子/作・絵
（講談社）

図書館へ行こう

離乳食教室
もぐもぐ教室 9：15～ 9：30

かみかみ教室 9：45～ 10：00

　「発達障がい」には、生まれ持った脳の機能として、得意
なことと不得意なことの差が大きいという特性があります。
そのため、コミュニケーションや対人関係、社会生活などに
支障を来すことがあり、周囲の理解と配慮が助けになりま
す。発達障がいの方の「やりにくさ」を理解し、どんな配慮
が必要か、家族だけでなく、学校や職場、地域などで一緒に
考えてみませんか?

発達障がいの方と接する際には
＊できないことを責めない
頑張ってもうまくいかないとき、本人の自覚や努力が足りないから、と
考えるのはやめましょう。
＊ステップアップは少しずつ
小さな目標でも、達成できた経験を積み重ね、自信につなげましょう。
＊わかりやすく伝える工夫を
言葉で説明するときは、短い文で順を追って、具体的に表現しましょう。
＊得意なことを伸ばす
長所を認め、才能を発揮できる機会を増やしていきましょう。
＊ルールはきちんと伝える
社会のルールやきまりが守れないときは、はっきりと注意しましょう。
＊障がいを理解して見守る
周囲の人が正しい知識を持ち、温かく見守りましょう。

パパママセミナー
(歯科編)13：15～13：30

(絆はぐくみ編)9：15～9：30

★手作り講座「七夕飾りを作ろう！」　大東
　とき：6月16日(水)午前9時30分～11時30分
　定員：大人8人
　※6月1日(火)～申し込み受け付け

★どらえもんおばさんの革の小物づくり　大須賀
　とき：6月18日(金)午前9時30分～11時30分
　参加費：500円程度　
　定員：大人6人
　※6月1日(火)～申し込み受け付け

■生誕150周年記念　吉岡彌生回顧展　中央
　内容：吉岡彌生の生涯をパネル展で紹介します。
　期間：6月19日(土)～27日(日）※最終日は12時まで

発達相談支援センター のびる～む
（☎28-8017）

 9 水 平成 30年 5月 1日 ～10日 出生児
 18 金 平成 30年 5月 11日 ～20日 出生児
 21 月 平成 30年 5月 21日 ～31日 出生児

 17 木 平成 30年 12月 ～平成31年3月出生児
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対　象：乳幼児と保護者
中　央：6月 4日・ 11日(金) 午前10時30分～11時
大　東：6月 4日・ 11日(金) 午前10時30分～11時
大須賀：6月 18日・ 25日(金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。　

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

6月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示 市内32か所へ！  移動図書館

中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：6月18日(金）午前10時30分～11時

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

小学校、公民館などを巡回します。日
程は図書館へ問い合わせるか、図書館
ホームページをご覧ください。

6月

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

催

絵

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センター開館日午前9時～午後4時に、い
つでも身長や体重を測ることができます。

※転入された方へ　　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種
の手続きが済んでいない場合は、母子手帳を持って、徳育保健センターへお
越しください。

※健診・相談・予防接種説明会については、時間が変更となることがあります
ので、広報または個別の案内はがきをご参照ください。

小笠掛川急患診療所

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

静岡こども救急電話相談　＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別・杉谷南1-1-30）

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料5,500円(税込み)がかかります。

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

対　象：幼児から小学校低学年
中　央：6月 12日・ 26日(土） 午後 3時 ～ 3時30分
大　東：6月 5日・ 19日(土） 午前 10時 30分～11時
大須賀：6月 12日・ 26日(土） 午後 3時 ～ 3時30分

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

お薦めの1冊を
紹介しますBooKリレー○

『翔ぶ少女』
原田マハ/著

71

▲村松まさ代さん（清崎）

各医療機関の診療案内は令和2年7月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」（右二次元コード）で検索

のびる～むだより
｢発達障がい」みんなで理解と支援を広げよう!

この本は1995年に起きた阪
神大震災で親を亡くした三人
兄妹の話です。ニケという名の
長女の成長を中心に書かれて
います。つらい内容ですが、
ファンタジーの要素もあり、優
しさや勇気の力を改めて教え
られました。中高生にも読んで
ほしいと思います。

■中央図書館（☎24-5921）
午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
 6月の休館日：毎週月曜日、25日（金）

■大東図書館（☎72-1143）
午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
6月の休館日：毎週月曜日、25日（金）

■大須賀図書館（☎48-5269）
午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
6月の休館日：毎週月曜日、24日（木）

※ 祝日は午後5時まで

ある日、家に帰ると怪しい犬がいまし
た。実はその犬は忍者で、殿様を探し
ているというのですが…。
主人公の「ぼく」と忍者犬が繰り広げ
るおかしな物語。絵本に登場する折り
紙の手裏剣を作りたくなってきます。

うさぎのモニカとノエルはケーキ屋
さん。本日のスペシャルは「森の木の
実のパウンドケーキ」です。お店は今
日もお客さんでいっぱい。おや?くま
のおじいさんのダニエルさんが来て
いません。どうしたのかな?

翻訳できない
世界のことば

ひと言では訳せない、世界のすてきな
「単語」を集めた本です。イタリアには
「涙ぐむような物語にふれたとき、感
動して胸が熱くなる」様子をひと言で
表現することばがあるようです。
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9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 10 木 令和 2年 11月 1日 ～10日 出生児
 16 水 令和 2年 11月 11日 ～20日 出生児
 22 火 令和 2年 11月 21日 ～30日 出生児
 8 火 令和 元年 11月 1日 ～10日 出生児
 11 金 令和 元年 11月 11日 ～20日 出生児
 14 月 令和 元年 11月 21日 ～30日 出生児
 16 水 平成 31年 3月 1日 ～15日 出生児

 22 火 平成 31年 3月 16日 ～31日 出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：00～9：15
徳育 4 金 令和 3年 4月 出生児

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

 9 水
 30 水
 3 木

生後4～8か月児の親（予約制）

離乳食の後期～完了期でお困りの方（予約制）

徳育
 2 水

 30 水
出産を控えた夫婦（予約制）

エラ・フランシス・
サンダース/著　
（創元社）

うさぎのモニカの
ケーキ屋さん

小手鞠るい/作
たかすかずみ/絵
（講談社）

にんじゃいぬタロー

渡辺陽子/作・絵
（講談社）

図書館へ行こう

離乳食教室
もぐもぐ教室 9：15～ 9：30

かみかみ教室 9：45～ 10：00

　「発達障がい」には、生まれ持った脳の機能として、得意
なことと不得意なことの差が大きいという特性があります。
そのため、コミュニケーションや対人関係、社会生活などに
支障を来すことがあり、周囲の理解と配慮が助けになりま
す。発達障がいの方の「やりにくさ」を理解し、どんな配慮
が必要か、家族だけでなく、学校や職場、地域などで一緒に
考えてみませんか?

発達障がいの方と接する際には
＊できないことを責めない
頑張ってもうまくいかないとき、本人の自覚や努力が足りないから、と
考えるのはやめましょう。
＊ステップアップは少しずつ
小さな目標でも、達成できた経験を積み重ね、自信につなげましょう。
＊わかりやすく伝える工夫を
言葉で説明するときは、短い文で順を追って、具体的に表現しましょう。
＊得意なことを伸ばす
長所を認め、才能を発揮できる機会を増やしていきましょう。
＊ルールはきちんと伝える
社会のルールやきまりが守れないときは、はっきりと注意しましょう。
＊障がいを理解して見守る
周囲の人が正しい知識を持ち、温かく見守りましょう。

パパママセミナー
(歯科編)13：15～13：30

(絆はぐくみ編)9：15～9：30

★手作り講座「七夕飾りを作ろう！」　大東
　とき：6月16日(水)午前9時30分～11時30分
　定員：大人8人
　※6月1日(火)～申し込み受け付け

★どらえもんおばさんの革の小物づくり　大須賀
　とき：6月18日(金)午前9時30分～11時30分
　参加費：500円程度　
　定員：大人6人
　※6月1日(火)～申し込み受け付け

■生誕150周年記念　吉岡彌生回顧展　中央
　内容：吉岡彌生の生涯をパネル展で紹介します。
　期間：6月19日(土)～27日(日）※最終日は12時まで

発達相談支援センター のびる～む
（☎28-8017）

 9 水 平成 30年 5月 1日 ～10日 出生児
 18 金 平成 30年 5月 11日 ～20日 出生児
 21 月 平成 30年 5月 21日 ～31日 出生児

 17 木 平成 30年 12月 ～平成31年3月出生児
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

小笠
医師会

リ
モ
ー
ト
交
流
で
学
校
へ
の
理
解
を

　
掛
川
特
別
支
援
学
校
で
は
、
地
域
と
学

校
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
を
考
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）
に
、
昨
年
４
月
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
多
く
の
方
に
「
学
校
を
知
っ
て

も
ら
う
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た

地
域
の
方
た
ち
と
、
リ
モ
ー
ト
で
交
流
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
昨
年
11
月
、
今
年
２
月
に

開
催
。
小
・
中
学
部
の
授
業
の
様
子
を
撮

影
し
た
映
像
を
見
た
り
、
高
等
部
の
生
徒

た
ち
が
革
の
ペ
ン
ケ
ー
ス
や
木
の
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
を
作
る
様
子
を
見
学
し
た
り
し

今月は掛川特別支援学校が取り組ん
でいる、地域とのつながりを深めるた
めのコミュニティ・スクールの活動を
通じて、生徒が感じたことや思ったこ
とを紹介します。

問市長政策室（☎21-1209)
▲生徒が作った和紙

掛川特別支援学校
学校と地域のつながりを深める

～高校生が描く掛川～

市ホームページ
高校生が描く掛川

て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
徒
の
普
段
の
様
子

や
学
校
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
の
垣
根
を
越
え
て

　
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
進
行
な
ど
を
務
め
た

当
時
２
年
生
の
江
藤
丈
さ
ん
、
松
浦
輝
美

さ
ん
、
影
山
悠
真
さ
ん
、
中
山
雅
規
さ
ん

は
「
最
初
は
緊
張
し
た
が
、
楽
し
く
交
流

で
き
た
。
も
っ
と
色
ん
な
方
に
自
分
た
ち

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
振
り

返
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

る
蓮
福
寺
（
肴
町
）
の
馨
敏
郞
さ
ん
は

「
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
で
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
参
加
し
た
地
域
の
方
々
に
も

好
評
で
、
学
校
の
様
子
が
よ
く
分
か
っ
た
。

特
別
支
援
学
校
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
高
等
部
の
山
下
光
司
教
諭
は
「
学
校
や

生
徒
た
ち
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

地
域
と
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
助
け
合
っ

て
い
け
る
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
理
解
も
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

小笠掛川歯科医師会　その51
(☎22-6120）

　　
幼
い
頃
に
「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
て
き
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
噛
む
こ
と
が
大
事
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　
噛
む
こ
と
で
口
の
中
に
唾
液
が
分
泌
さ

れ
、
食
べ
物
と
混
ざ
り
消
化
を
助
け
ま
す
。

ま
た
、
唾
液
は
口
の
中
を
洗
い
流
し
き
れ

い
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
虫
歯
や
歯
周
病

の
予
防
効
果
が
あ
る
ほ
か
、
噛
ん
だ
食
べ

物
を
飲
み
込
み
や
す
く
す
る
働
き
も
あ
り

ま
す
。
何
で
も
噛
め
る
こ
と
で
、
必
要
な

栄
養
素
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
取
で
き
、

食
べ
物
を
お
い
し

く
味
わ
っ
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
噛
む

こ
と
で
歯
の
神
経

が
刺
激
さ
れ
脳
が

活
性
化
し
、
認
知

症
な
ど
の
予
防
に

も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
口
の
周
り
の

筋
肉
や
舌
・
の
ど
の
運
動
に
も
な
り
、
発

音
が
良
く
な
っ
て
表
情
も
生
き
生
き
と
し

て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
免
疫
力
や
運
動

機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
噛
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
食
を
通
し
て
人

と
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生

き
る
意
欲
が
湧
い
て
き
て
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
健
康
な

生
活
を
送
る
に
は
、
口
の
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
歯
科
医
師
会
で
は
「
8
0
2
0
運
動
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
80
歳
ま
で
20
本
の
歯

を
残
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
統
計
で
み

て
も
歯
が
19
本
以
下
の
方
は
20
本
以
上
の

方
と
比
較
す
る
と
、
要
介
護
認
定
を
受
け

る
割
合
が
1
・
2
倍
に
上
昇
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歯
の
本
数

が
少
な
く
て
も
、
義
歯
を
入
れ
て
い
る
方

は
そ
う
で
な
い
方
に
比
べ
、
認
知
症
の
発

症
や
転
倒
の
危
険
性
が
低
い
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
、
口
腔
機
能
の
衰

え
を
指
す
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
も
噛

め
な
く
な
っ
て
か
ら
始
ま
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
歯
科
検

診
・
歯
科
治
療
を
自
身
の
判
断
で
中
断
せ

ず
に
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
適
切
な
治
療
と
定
期
健
診

を
行
い
、
噛
め
る
歯
を
よ
り
多
く
残
し
て

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

小笠
医師会

小笠袋井
薬剤師会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

小笠掛川
歯科医師会
小笠掛川
歯科医師会

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～～食事・治療・歯・薬・介護を考える～
掛川市

介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

「
噛
む
こ
と
」
っ
て
な
ぜ
大
事
？

虫
歯
や
認
知
症
の
予
防
に
効
果
あ
り

右から
江藤丈さん
松浦輝美さん
影山悠真さん
中山雅規さん

か

▲2月に行われたリモート交流会の様子

か
が

み

ま
さ

き

く
う

8
0
2
0
運
動
で
健
康
な
生
活
を
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い
、
噛
め
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歯
を
よ
り
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し
て

お
い
し
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べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
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小笠
医師会

小笠袋井
薬剤師会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

小笠掛川
歯科医師会
小笠掛川
歯科医師会

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～～食事・治療・歯・薬・介護を考える～
掛川市

介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
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「
噛
む
こ
と
」
っ
て
な
ぜ
大
事
？

虫
歯
や
認
知
症
の
予
防
に
効
果
あ
り

右から
江藤丈さん
松浦輝美さん
影山悠真さん
中山雅規さん

か

▲2月に行われたリモート交流会の様子

か
が

み

ま
さ

き

く
う

8
0
2
0
運
動
で
健
康
な
生
活
を
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▲認定証を手渡す松井市長（右）と宣言者

▲協定を締結した横田さん（中央）、宮地さん（右）と松井市長 ▲園児が横須賀幼稚園で最後の大合唱

3/24 半年間の安全運転を実践
認定証授与式

3/30 生き生きと暮らせるまちに
東病院と包括連携協定 3/20 62年の歴史に幕

横須賀幼稚園で閉園式

3/22 子どもの読書推進に尽力
地域文化活動奨励賞を受賞

プログラミングで全国2位
北中Pepper部が喜び報告

▲喜びを報告するPepper部の生徒

3/22

▲受賞を報告する会員のみなさん

最新鋭の車両で地域を守る
消防ポンプ車貸与・配属式3/20 大庄屋の格式残る

旧家鈴木家が有形文化財へ3/19

北中学校Pepper部が、3月14日に動画視聴サイ
ト「ユーチューブ」でライブ開催された人型ロ
ボットPepperのプログラミング全国大会で2位に
輝きました。同部の3人が掛川市役所を訪れ、松井
市長に喜びを報告しました。食料問題をテーマに
夏休み明けから研究を開始。リーフレタスの水耕
栽培にチャレンジし、1台のPepperで上限なくレ
タスを管理できるプログラムを開発しました。

▲鈴木団長（左）から配属証を受け取る赤堀分団長 ▲敷地中央木造2階建ての主屋

市消防本部は、消防庁から無償貸し付けされた
最新鋭の消防ポンプ車を消防団へ貸与し、大東第
一分団へ配属する式典を南消防署で開きました。
地元区長や団員ら約40人が出席。消防団長の鈴木
智彦さんから分団長の赤堀秀行さんに配属証が手
渡されました。車両は20年ぶりの更新で、油圧
カッターやコンクリート破壊器具などの救助用資
機材も搭載。幅広い災害に対応できます。

国の文化審議会が鈴木家住宅主屋など13棟(伊
達方)を有形登録文化財に登録するよう文部科学大
臣に答申しました。
鈴木家は大庄屋で、旧掛川市の初代市長鈴木理

一郎（1887～1980）を輩出した旧家。石垣で造成
された広大な敷地に、江戸末期に建築された建造
物などが良好な状態で残っています。国土の歴史
的景観に寄与している点が評価されました。

子どもの読書活動を推進する「掛川市子どもの
読書活動を考える会」が、ふじのくに地域文化活
動奨励賞を受賞し、代表の土井幸弘さんら会員6人
が掛川市役所を訪れ、松井市長に喜びを報告しま
した。同会は平成13年に「子どもの読書活動の推
進に関する法律」が制定されたことを受け、平成
15年に有志が集まり発足。現会員は81人で、読み
聞かせの講習会などの活動をしています。

掛川市役所で高齢者安全運転自主宣言の認定証
授与式が行われました。宣言書を提出した市内75
歳以上の193人から、代表で14人が出席。松井市
長から認定証を受け取りました。高齢者の交通事
故抑止と安全確保を目的に、昨年8月からの半年
間、「夜間の運転をしない」「長距離運転をしな
い」など、自分で選択した3つの宣言を守り安全運
転に取り組みました。

掛川市と医療法人社団「綾和会」が運営する掛
川東病院は、生き生きと暮らせる持続可能なまち
を目指し、包括連携協定を掛川市役所で締結しま
した。医療機関との同趣旨での協定は初めて。綾
和会の横田通夫理事長、掛川東病院の宮地紘樹院
長、松井市長が協定書にサインしました。健康福
祉分野のほか、まちづくりやシティプロモーショ
ン、教育など幅広い分野で連携していきます。

令和3年4月から大須賀苑が運営する幼保連携型
認定こども園「よこすかぬく森こども園」の開園
に伴い、横須賀幼稚園で閉園式が行われ、全園児
48人とその保護者、地域住民らで別れを惜しみま
した。式典では、来賓あいさつに続き、全園児が
昨年職員らと作った「2020横須賀幼稚園みんなの
うた」や「ありがとうのはな」を大合唱。大きな
拍手が贈られました。

▲模擬接種を行うボランティアの高齢者と職員

市は、5月下旬から高齢者向けに開始される新型
コロナワクチンの集団接種に向けたシミュレー
ションを、掛川B&G海洋センター体育館で行いま
した。医師や看護師、高齢者のボランティア、市
職員など約70人が参加。一連の流れを確認しなが
ら、課題を洗い出しました。30分の経過観察中に
はアナフィラキシーショック反応が起きたことを
想定した救急対応も行われました。

4/10 集団接種の課題を洗い出し
ワクチン接種シミュレーション

りょうわ かい

25 2425 24広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。
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人数世帯数(前月からの増減） 男 女 世帯数

市へのご意見は
こちらから

■市の人口(4月1日現在）

大
東
図
書
館
2
階
「
松
本
亀
次
郎

記
念
館
」
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る

松
本
亀
次
郎
と
周
恩
来
の
ろ
う
人
形
。

そ
の
背
景
に
は
高
天
神
城
跡
の
あ
る

鶴
翁
山
を
描
い
た
風
景
画
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
温
か
み
を
感
じ
る
繊

細
な
タ
ッ
チ
で
そ
の
原
画
を
描
い
た

の
が
、
画
家
の
橋
爪
純
さ
ん
。
光
を

感
じ
る
色
彩
表
現
や
日
本
的
な
慎
ま

し
い
表
現
の
日
本
画
を
中
心
に
、
市

内
で
創
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
で
、
小
中
学
校
の
行
事

で
も
絵
を
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
少
年
期
。
自
分
の
絵
で
周
囲
が
喜

ん
で
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
画

家
の
道
を
志
し
ま
し
た
。
絵
の
勉
強

は
全
て
独
学
。「
美
大
受
験
の
た
め
の

描
き
方
」
を
学
ぶ
こ
と
に
疑
問
を
感

じ
、
図
書
館
や
美
術
館
に
通
っ
て
技

術
を
磨
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
東
京
を
拠
点
に
活

動
。
企
業
か
ら
の
依
頼
や
、
銀
座
の

画
廊
で
の
展
示
会
な
ど
、
画
家
と
し

て
の
実
績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
転

機
を
迎
え
た
の
は
平
成
27
年
。
自
分

が
描
く
心
象
風
景
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

地
元
掛
川
に
拠
点
を
移
す
こ
と
を
決

断
し
ま
す
。「
何
の
た
め
、
誰
の
た
め

に
絵
を
描
く
の
か
」
と
自
問
自
答
を

続
け
た
結
果
、「
作
品
を
通
じ
て
周
囲

と
つ
な
が
る
、
感
動
を
共
有
す
る
」

と
い
う
答
え
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
顔
の
見
え
る
関
係
に
こ
だ
わ

り
、
毎
年
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

個
展
を
行
う
な
ど
、
地
元
で
の
活
動

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
も
っ
と
地
元
の
方
に
愛

さ
れ
る
絵
を
描
き
た
い
と
話
す
橋
爪

さ
ん
。
今
年
3
月
に
は
、
母
校
の
大

坂
小
学
校
へ
、
校
歌
で
歌
わ
れ
る
南

の
海
（
遠
州
灘
）
を
題
材
に
変
わ
ら

な
い
地
元
の
風
景
を
描
い
た
絵
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
地
元
を
代
表
す
る
画

家
と
し
て
の
橋
爪
さ
ん
の
活
躍
が
続

い
て
い
き
ま
す
。

感性のルーツは生まれ育った地元の風景

ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 5/8（土）・23（日）、6/12（土）・27（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　5/25(火)、6/22(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　5/18（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

最近の趣味は庭いじり。
アトリエにしている古民
家の庭で自然に触れる時
間は無になれると話しま
す。自然が作り出す美し
さに創作のインスピレー
ションをもらうことも多
いそうです。

橋爪　純さん
画家

 住民基本台帳人口 116,687人 （－170） 58,593人 （－98） 58,094人 （－72） 46,050 （＋149）
 日本人 112,218人 （－157） 56,380人 （－91） 55,838人 （－66） 43,797 （＋176）
 外国人 4,469人 （－ 13） 2,213人 （－ 7） 2,256人 （－ 6） 2,253 （－ 27）

The person of Kakegawa

93 問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

書
か
れ
た
、
横
須
賀
藩
の
地
誌
『
校

正
郷
里
雑
記
』
で
は
「
石
倉
の
神
」

と
呼
ん
で
い
て
、
津
波
を
避
け
る
た

め
で
は
な
く
、
雨
乞
い
の
神
、
疱
瘡

（
天
然
痘
）
か
ら
の
守
り
神
と
し
て

信
仰
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
遠
方
か

ら
も
多
く
の
人
が
祈
願
し
に
来
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
石
で
積
ま
れ
た
こ
の
塚
は

崩
れ
た
り
積
ま
れ
た
り
を
繰
り
返
し
、

大
き
さ
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
周
辺
の
村
人
が
集
ま
っ

て
塚
に
登
り
、
鉦
や
鼓
を
鳴
ら
し
て

雨
乞
い
を
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
享
和
3
年
に
成
立
し
た

『
遠
江
古
蹟
圖
繪
』
に
は
、
高
さ
が

約
2
・
7
㍍
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
大
き
さ
が
約
70
㌢
な
の

で
、
3
倍
以
上
の
大
き
さ
で
す
。

　興
味
が
あ
る
方
は
現
地
へ
行
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
も
し

か
し
た
ら
、

晴
明
の
不
思

議
な
力
を
感

じ
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ

ん
。

　日
本
で
最
も
有
名
な
陰
陽
師
「
安

倍
晴
明
」
。
平
安
時
代
中
期
に
天
文

道
・
陰
陽
道
を
修
め
た
人
物
で
、
神

秘
的
な
伝
説
が
全
国
各
地
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
晴
明
ゆ
か
り
の

地
が
、
大
渕
地
区
に
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
市
の
史

跡
「
晴
明
塚
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　晴
明
塚
は
国
道
1
5
0
号
線
沿
い

の
防
砂
林
の
中
に
あ
り
ま
す
。
お
よ

そ
1
0
0
0
年
前
、
こ
の
地
に
や
っ

て
き
た
晴
明
は
、
遠
州
灘
の
津
波
に

苦
し
む
村
人
か
ら
津
波
を
静
め
る
た

め
の
祈
と
う
を
依
頼
さ
れ
ま
す
。
応

じ
た
晴
明
は
、
赤
い
小
石
を
積
み
上

げ
て
熱
心
に
祈
と
う
し
、
以
後
、
こ

の
村
に
は
津
波
の
災
難
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
村
人
は
晴
明
の
徳
を
称
え

て
こ
の
塚
を
晴
明
塚
と
呼
び
、
大
切

に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
人
々
に
信
仰
さ
れ
る
中
で
「
塚

に
祈
願
す
る
と
き
は
石
を
一
つ
持
ち

帰
り
、
お
礼
の
と
き
に
は
二
つ
の
石

を
返
す
。
す
る
と
返
し
た
石
は
、
ど

ん
な
色
で
も
赤
い
色
に
変
わ
る
」

「
塚
が
崩
れ
て
平
ら
に
な
っ
て
も
、

一
晩
の
う
ち
に
元
に
戻
る
」
な
ど
不

思
議
な
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
霊
験
も
、
時
代
に
よ
っ
て
変

化
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
に

5
・
6
月

12

掛川に伝わる陰陽師の霊験
安倍晴明ゆかりの晴明塚

▲赤い石が積み上げられた塚

（大坂）

と
お
と
う
み

ず

え

こ

せ
き

か
ね

ほ
う
そ
う

▲『遠江古蹟圖繪』に記された晴明塚の図
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『
春
す
ぎ
て

　夏
来
に
け
ら
し

　

白
妙
の

　・
・
・
』
、
気
付
け
ば
訪

れ
て
い
た
初
夏
を
詠
ん
だ
有
名
な
和

歌
の
上
の
句
で
す
が
、
私
自
身
、
4

月
に
初
め
て
の
広
報
担
当
に
着
任
し

て
以
来
、
右
も
左
も
、
上
と
下
さ
え

も
わ
か
ら
ぬ
日
々
に
春
は
過
ぎ
、
早

5
月
と
な
り
ま
し
た
。

混
沌
と
す
る
世
相
の
中
で
も
、
季

節
は
巡
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

に
い
つ
も
新
鮮
な
情
報
と
彩
り
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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）

　　　　　　　　　　　



人数世帯数(前月からの増減） 男 女 世帯数

市へのご意見は
こちらから

■市の人口(4月1日現在）
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光
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さ
れ
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。
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後
は
、
も
っ
と
地
元
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れ
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遠
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灘
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地
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す
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感性のルーツは生まれ育った地元の風景

ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 5/8（土）・23（日）、6/12（土）・27（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　5/25(火)、6/22(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　5/18（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

最近の趣味は庭いじり。
アトリエにしている古民
家の庭で自然に触れる時
間は無になれると話しま
す。自然が作り出す美し
さに創作のインスピレー
ションをもらうことも多
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橋爪　純さん
画家

 住民基本台帳人口 116,687人 （－170） 58,593人 （－98） 58,094人 （－72） 46,050 （＋149）
 日本人 112,218人 （－157） 56,380人 （－91） 55,838人 （－66） 43,797 （＋176）
 外国人 4,469人 （－ 13） 2,213人 （－ 7） 2,256人 （－ 6） 2,253 （－ 27）

The person of Kakegawa

93 問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）
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。
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